
付属資料２．合同評価協議議事録（中）
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付
属

資
料

７
．

評
価

グ
リ

ッ
ド

実
績

と
実

施
プ

ロ
セ

ス

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

績
の

検
証

０
．

対
象

者
対

象
者

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
は

誰
か

？
（
直

接
、

間
接

／
プ

ロ
目

の
タ

ー
ゲ

ッ
ト

と
譲

位
目

標
の

タ
ー

ゲ
ッ

ト
）

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
の

種
類

（
直

接
、

間
接

）
、

名
前

と
人

数
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

中
国

側
か

ら
の

投
入

は
予

定
通

り
実

施
さ

れ
た

か
？

①
C

P
の

配
置

　
②

施
設

・
機

材
（
専

門
家

執
務

室
含

む
）
　

③
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
運

営
経

費
中

間
評

価
報

告
書

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
進

捗
報

告
書

、
日

本
人

専
門

家
、

C
/
P

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

日
本

側
か

ら
の

投
入

は
予

定
通

り
実

施
さ

れ
た

か
？

①
専

門
家

派
遣

　
②

本
邦

研
修

　
③

供
与

機
材

　
④

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

運
営

経
費

中
間

レ
ビ

ュ
ー

報
告

書
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
業

進
捗

報
告

書
、

日
本

人
専

門
家

、
C

/
P

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

指
標

1
：
関

係
機

関
の

連
携

が
と

ら
れ

な
が

ら
、

県
レ

ベ
ル

土
地

利
用

計
画

が
策

定
さ

れ
た

か
？

県
レ

ベ
ル

土
地

利
用

計
画

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

指
標

2
：
自

然
資

源
、

社
会

状
況

に
基

づ
き

、
生

態
環

境
の

保
護

政
策

に
基

づ
い

た
牧

畜
業

の
持

続
可

能
な

発
展

を
盛

り
込

ん
だ

計
画

が
立

案
さ

れ
、

県
政

府
か

ら
承

認
さ

れ
た

か
？

県
レ

ベ
ル

土
地

利
用

計
画

、
（
県

政
府

承
認

文
書

）
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
文

献
レ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

指
標

1
：
自

然
資

源
、

社
会

状
況

に
基

づ
き

、
生

態
環

境
の

改
善

を
前

提
と

し
た

村
レ

ベ
ル

開
発

計
画

が
住

民
参

加
型

で
立

案
さ

れ
、

村
民

委
員

会
で

同
意

さ
れ

た
か

？

村
レ

ベ
ル

開
発

計
画

、
（
村

民
委

員
会

同
意

文
書

）
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
文

献
レ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

指
標

2
：
参

加
型

で
雁

門
関

地
区

に
適

し
た

モ
デ

ル
村

の
パ

イ
ロ

ッ
ト

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

計
画

が
策

定
さ

れ
た

か
？

パ
イ

ロ
ッ

ト
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
計

画
、

パ
イ

ロ
ッ

ト
村

委
員

会
記

録
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
文

献
レ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

指
標

１
：
2
0
0
9
年

内
に

、
2
県

6
村

で
合

計
1
2
0
戸

の
モ

デ
ル

農
家

で
の

取
組

み
を

主
と

し
た

パ
イ

ロ
ッ

ト
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

本
格

的
に

実
施

さ
れ

た
か

？

モ
デ

ル
農

家
リ

ス
ト

、
P

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

記
録

、
パ

イ
ロ

ッ
ト

村
委

員
会

記
録

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

指
標

２
：
パ

イ
ロ

ッ
ト

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

管
理

の
た

め
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

結
果

が
年

１
回

以
上

報
告

さ
れ

た
か

？

P
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
報

告
書

類
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
文

献
レ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

2
. 
成

果
の

実
績

成
果

１
「
生

態
環

境
の

改
善

・
保

護
と

牧
畜

業
の

持
続

可
能

な
発

展
を

実
現

す
る

た
め

の
県

レ
ベ

ル
の

土
地

利
用

計
画

が
策

定
さ

れ
る

」

１
．

投
入

の
実

績

成
果

２
「
県

レ
ベ

ル
土

地
利

用
計

画
に

基
づ

き
、

生
態

環
境

の
保

護
と

牧
畜

業
の

持
続

可
能

な
発

展
を

実
現

す
る

た
め

の
村

レ
ベ

ル
開

発
計

画
が

住
民

参
加

型
で

策
定

さ
れ

、
パ

イ
ロ

ッ
ト

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
活

動
が

具
体

化
さ

れ
る

。
」

成
果

３
「
村

レ
ベ

ル
開

発
計

画
に

基
づ

き
、

パ
イ

ロ
ッ

ト
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

実
施

さ
れ

る
。

」

評
価

大
項

目
入

手
方

法
調

査
中

項
目

必
要

な
デ

ー
タ

／
収

集
す

べ
き

情
報

必
要

な
デ

ー
タ

、
入

手
方

法
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実
績

と
実

施
プ

ロ
セ

ス

評
価

大
項

目
入

手
方

法
調

査
中

項
目

必
要

な
デ

ー
タ

／
収

集
す

べ
き

情
報

必
要

な
デ

ー
タ

、
入

手
方

法

指
標

１
：
モ

デ
ル

村
を

担
当

す
る

技
術

普
及

員
が

習
得

し
た

家
畜

飼
育

及
び

多
年

生
植

物
の

栽
培

・
利

用
に

必
要

な
教

材
等

の
数

が
合

計
1
0
種

以
上

と
な

っ
た

か
？

習
得

さ
れ

た
教

材
リ

ス
ト

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

指
標

２
：
生

態
環

境
・
生

計
向

上
に

関
す

る
研

修
を

受
け

た
農

家
が

6
村

全
農

家
の

過
半

数
を

超
え

た
か

？
研

修
実

施
記

録
（
含

む
受

講
農

家
リ

ス
ト

）
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
文

献
レ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

指
標

１
：
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

成
果

が
報

告
書

と
し

て
取

り
ま

と
め

ら
れ

、
普

及
体

制
に

係
る

提
言

が
取

り
ま

と
め

ら
れ

た
か

？

雁
門

関
地

区
関

係
者

向
け

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

成
果

と
り

ま
と

め
報

告
書

、
普

及
体

制
提

言
文

書
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

指
標

２
：
雁

門
関

地
区

の
市

、
県

関
係

者
を

対
象

と
し

た
セ

ミ
ナ

ー
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

期
間

中
に

２
回

実
施

さ
れ

た
か

？

セ
ミ

ナ
ー

実
施

記
録

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
進

捗
報

告
書

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

指
標

1
：
村

レ
ベ

ル
開

発
計

画
に

基
づ

き
、

モ
デ

ル
村

で
生

態
環

境
の

改
善

及
び

住
民

の
生

計
向

上
の

指
標

が
同

時
に

達
成

さ
れ

る
。

1
-
1
 2

0
0
6
年

と
比

べ
て

モ
デ

ル
村

6
村

の
人

工
草

地
面

積
が

5
0
％

高
ま

る
。

技
術

普
及

員
活

動
記

録
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
文

献
レ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

1
-
2
 2

0
0
6
年

と
比

べ
て

モ
デ

ル
農

家
の

年
間

一
人

当
た

り
農

牧
業

純
収

入
が

5
0
％

高
ま

る
。

技
術

普
及

員
活

動
記

録
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
文

献
レ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

指
標

２
：
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
が

省
・
市

及
び

県
レ

ベ
ル

C
/
P

に
よ

っ
て

主
体

的
に

実
施

さ
れ

る
こ

と
に

よ
り

、
雁

門
関

地
区

で
成

果
を

普
及

す
る

た
め

の
技

術
を

習
得

す
る

。
2
-
1
 作

成
さ

れ
た

教
材

の
数

が
1
分

野
1
つ

以
上

に
な

る
。

作
成

さ
れ

た
教

材
リ

ス
ト

(分
野

別
）
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
文

献
レ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
観

察

2
-
2
 中

国
側

C
/
P

に
よ

る
モ

デ
ル

村
・
県

を
対

象
に

し
た

研
修

が
年

6
回

以
上

と
な

る
。

研
修

実
施

記
録

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

観
察

指
標

３
：
関

係
機

関
の

普
及

に
関

わ
る

役
割

が
省

科
学

技
術

庁
を

中
心

と
し

た
普

及
部

局
に

よ
り

ま
と

め
ら

れ
る

。

普
及

体
制

図
（
含

む
人

員
貼

り
付

け
表

、
予

算
、

役
割

一
覧

）
文

献
レ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

「
中

国
山

西
省

雁
門

関
地

区
の

モ
デ

ル
県

で
生

態
環

境
の

改
善

と
農

民
の

生
計

向
上

を
両

立
す

る
取

り
組

み
の

モ
デ

ル
が

構
築

さ
れ

、
雁

門
関

地
区

で
普

及
さ

れ
る

体
制

が
整

備
さ

れ
る

。
」

成
果

４
「
モ

デ
ル

村
へ

の
技

術
支

援
体

制
が

強
化

さ
れ

る
。

」

成
果

５
「
活

動
の

成
果

が
取

り
ま

と
め

ら
れ

、
雁

門
関

地
区

内
の

県
関

係
者

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

成
果

に
関

す
る

情
報

を
得

る
。

」

３
．

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
実

績
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実
績

と
実

施
プ

ロ
セ

ス

評
価

大
項

目
入

手
方

法
調

査
中

項
目

必
要

な
デ

ー
タ

／
収

集
す

べ
き

情
報

必
要

な
デ

ー
タ

、
入

手
方

法

指
標

1
：
雁

門
関

地
区

の
県

、
村

で
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

取
組

を
参

考
に

し
た

事
業

が
実

施
さ

れ
る

か
？

地
区

内
の

他
県

・
村

で
の

事
業

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

指
標

2
：
雁

門
関

地
区

の
農

民
1
人

当
り

純
収

入
が

省
平

均
水

準
に

達
す

る
か

？
関

門
地

区
農

民
の

純
収

入
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
文

献
レ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

指
標

3
：
雁

門
関

地
区

の
草

地
お

よ
び

林
地

の
面

積
が

総
面

積
の

5
0
%
に

達
す

る
か

？
関

門
地

区
の

草
地

と
林

地
の

面
積

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
プ

ロ
セ

ス
の

検
証

活
動

実
施

状
況

活
動

は
計

画
通

り
に

実
施

さ
れ

た
か

。
相

違
が

あ
れ

ば
、

そ
の

理
由

は
何

か
。

活
動

実
施

状
況

、
相

違
の

理
由

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

専
門

家
、

C
/
P

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

技
術

移
転

技
術

移
転

の
方

法
は

適
切

だ
っ

た
か

各
専

門
家

の
技

術
移

転
の

方
法

と
工

夫
技

術
移

転
対

象
の

C
/
P

数
（
専

門
家

別
）
、

効
果

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

専
門

家
、

C
/
P

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

パ
イ

ロ
ッ

ト
事

業
に

つ
い

て
日

本
人

専
門

家
や

省
レ

ベ
ル

関
係

者
の

指
導

・
助

言
は

適
切

で
あ

っ
た

か
各

専
門

家
と

省
レ

ベ
ル

関
係

者
の

県
以

下
レ

ベ
ル

技
術

者
へ

の
技

術
移

転
の

方
法

と
工

夫
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
専

門
家

、
C

/
P

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
は

ど
の

よ
う

に
な

さ
れ

て
い

る
か

（
担

当
者

、
頻

度
等

）
。

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

結
果

は
ど

の
よ

う
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

管
理

・
運

営
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
さ

れ
て

い
る

か
。

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

方
法

、
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

方
法

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
結

果
変

化
し

た
箇

所
（
例

と
し

て
）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

専
門

家
、

C
/
P

、
会

議
議

事
録

（
合

同
調

整
会

議
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

会
議

、
専

門
家

－
C

/
P

会
議

等
）

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

パ
イ

ロ
ッ

ト
事

業
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

は
ど

の
よ

う
に

な
さ

れ
て

い
る

か
（
担

当
者

、
頻

度
等

）
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
、

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
方

法
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

専
門

家
、

C
P

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
報

告
書

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

に
お

い
て

意
思

決
定

は
ど

の
よ

う
に

行
わ

れ
て

い
る

の
か

日
常

業
務

及
び

各
種

変
更

（
活

動
計

画
、

人
事

異
動

等
）

意
思

決
定

過
程

、
そ

こ
で

の
支

障
の

有
無

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

専
門

家
、

C
/
P

、
会

議
議

事
録

（
合

同
調

整
会

議
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

会
議

、
専

門
家

－
C

/
P

会
議

等
）

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

内
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

ど
の

よ
う

に
と

ら
れ

て
い

る
か

-
専

門
家

間
-
専

門
家

と
省

C
/
P

間
-
専

門
家

と
県

C
/
P

間
-
C

P
間

（
省

レ
ベ

ル
間

、
省

-
県

、
県

レ
ベ

ル
間

）
-
県

C
P

と
農

民
間

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

方
法

（
会

議
、

種
類

に
よ

る
参

加
者

、
頻

度
と

期
間

）
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
専

門
家

、
C

/
P

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

上
位

目
標

達
成

見
込

み
「
雁

門
関

地
区

に
お

い
て

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

構
築

さ
れ

た
モ

デ
ル

が
普

及
し

、
生

態
環

境
が

改
善

し
、

農
民

の
生

計
が

向
上

す
る

。
」

４
．

上
位

目
標

の
達

成
見

込
み

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
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実
績

と
実

施
プ

ロ
セ

ス

評
価

大
項

目
入

手
方

法
調

査
中

項
目

必
要

な
デ

ー
タ

／
収

集
す

べ
き

情
報

必
要

な
デ

ー
タ

、
入

手
方

法

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

関
係

者
間

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
支

障
と

な
っ

て
い

る
も

の
／

こ
と

は
あ

る
か

？
言

語
、

文
化

、
問

題
処

理
方

法
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
専

門
家

、
C

/
P

、
J
IC

A
事

務
所

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

観
察

、
観

察
専

門
家

・
C

P
と

モ
デ

ル
村

の
属

す
る

郷
の

技
術

者
・

普
及

員
の

連
絡

調
整

や
指

導
・
相

談
は

ど
の

よ
う

に
な

さ
れ

て
い

る
か

。
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
方

法
、

担
当

、
頻

度
と

期
間

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

専
門

家
、

C
/
P

、
普

及
機

関
、

モ
デ

ル
村

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

観
察

専
門

家
・
C

P
と

モ
デ

ル
村

の
連

絡
調

整
や

指
導

・
相

談
は

ど
の

よ
う

に
な

さ
れ

て
い

る
か

。
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
方

法
、

担
当

、
頻

度
と

期
間

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

専
門

家
、

C
/
P

、
普

及
機

関
、

モ
デ

ル
村

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

観
察

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
J
IC

A
事

務
所

の
間

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
ど

う
か

？
打

合
せ

頻
度

、
報

告
書

頻
度

、
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

方
法

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

専
門

家
、

C
/
P

、
J
IC

A
事

務
所

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

省
指

導
調

整
グ

ル
ー

プ
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
意

欲
的

に
参

加
し

て
い

る
か

?
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
推

進
へ

の
貢

献
・
参

与
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
専

門
家

、
C

/
P

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

県
指

導
調

整
グ

ル
ー

プ
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
意

欲
的

に
参

加
し

て
い

る
か

?
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
推

進
へ

の
貢

献
・
参

与
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
専

門
家

、
C

/
P

、
J
IC

A
事

務
所

、
省

と
県

の
指

導
調

整
グ

ル
ー

プ
、

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

省
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

ス
タ

ッ
フ

（
省

C
/
P

）
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

に
意

欲
的

に
参

加
し

て
い

る
か

？
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
へ

の
取

り
組

み
姿

勢
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
何

へ
の

期
待

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

専
門

家
、

C
/
P

、
文

献
レ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
観

察

県
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

ス
タ

ッ
フ

（
県

C
/
P

）
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

に
意

欲
的

に
参

加
し

て
い

る
か

？
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
へ

の
取

り
組

み
姿

勢
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
何

へ
の

期
待

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

専
門

家
、

C
/
P

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

観
察

モ
デ

ル
農

民
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

に
意

欲
的

に
参

加
し

て
い

る
か

？
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
へ

の
取

り
組

み
姿

勢
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
何

へ
の

期
待

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

専
門

家
、

C
/
P

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

観
察

C
/
P

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
の

遂
行

に
適

任
か

？
専

門
性

、
ポ

ジ
シ

ョ
ン

等
C

/
P

配
置

図
、

C
/
P

の
専

門
性

C
/
P

配
置

表
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

専
門

家
、

C
/
P

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

こ
れ

ま
で

C
/
P

の
異

動
は

あ
っ

た
か

？
そ

の
理

由
は

何
か

？
異

動
に

よ
る

問
題

は
あ

っ
た

か
？

C
/
P

配
置

図
C

/
P

配
置

表
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

専
門

家
、

C
/
P

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

中
国

側
の

ｵ
ｰ

ﾅ
ｰ

ｼ
ｯ
ﾌ
ﾟ

C
/
P
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実
績

と
実

施
プ

ロ
セ

ス

評
価

大
項

目
入

手
方

法
調

査
中

項
目

必
要

な
デ

ー
タ

／
収

集
す

べ
き

情
報

必
要

な
デ

ー
タ

、
入

手
方

法

（
１

）
作

成
さ

れ
た

県
計

画
、

村
レ

ベ
ル

開
発

計
画

に
お

け
る

土
地

利
用

計
画

及
び

営
農

計
画

に
つ

い
て

、
実

施
中

の
パ

イ
ロ

ッ
ト

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

強
化

徹
底

し
、

そ
の

結
果

を
実

際
の

必
要

に
応

じ
て

、
各

計
画

へ
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
方

法
を

含
む

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

体
制

、
モ

ニ
タ

リ
グ

、
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

の
内

容
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
報

告
書

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
専

門
家

、
C

/
P

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

（
２

）
パ

イ
ロ

ッ
ト

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
お

け
る

家
畜

導
入

、
畜

舎
整

備
、

牧
草

栽
培

に
つ

い
て

、
農

家
の

技
術

レ
ベ

ル
、

生
産

基
盤

、
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

た
技

術
指

導
を

通
じ

て
、

放
牧

利
用

か
ら

採
草

・
舎

飼
い

へ
の

意
識

向
上

を
図

る

パ
イ

ロ
ッ

ト
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
へ

の
技

術
指

導
、

働
き

か
け

、
農

民
の

意
識

向
上

の
程

度
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
専

門
家

、
C

/
P

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

（
３

）
県

レ
ベ

ル
C

/
P

・
農

家
に

対
す

る
技

術
研

修
体

制
及

び
農

家
が

抱
え

る
問

題
点

を
迅

速
に

把
握

・
対

応
す

る
体

制
の

整
備

を
図

る
と

と
も

に
、

雁
門

関
生

態
牧

畜
経

済
区

建
設

計
画

と
の

連
携

の
強

化
及

び
省

レ
ベ

ル
普

及
部

局
に

よ
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

成
果

普
及

体
制

の
整

備
を

図
る

技
術

研
修

・
普

及
体

制
、

農
家

へ
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
体

制
、

雁
門

関
生

態
牧

畜
経

済
区

建
設

計
画

と
省

と
の

連
携

体
制

の
変

化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
専

門
家

、
C

/
P

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

（
４

）
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

モ
デ

ル
的

牧
草

栽
培

･家
畜

飼
育

に
関

す
る

技
術

体
系

の
整

備
は

、
持

続
的

な
発

展
の

た
め

重
要

で
あ

り
、

多
様

な
地

域
条

件
･営

農
条

件
に

も
対

応
で

き
る

よ
う

配
慮

し
て

い
る

か

牧
草

栽
培

･家
畜

飼
育

に
関

す
る

技
術

体
系

の
整

備
状

況
、

技
術

体
系

の
内

容
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
専

門
家

、
C

/
P

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

（
５

）
「
新

疆
天

然
草

地
保

護
と

牧
畜

民
定

住
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
及

び
「
草

原
に

お
け

る
環

境
保

全
型

節
水

灌
漑

モ
デ

ル
事

業
」
と

十
分

な
情

報
交

換
や

成
果

の
共

有
を

図
る

J
IC

A
他

2
案

件
と

の
情

報
交

換
頻

度
、

内
容

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

専
門

家
、

C
/
P

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

中
間

レ
ビ

ュ
ー

の
提

言
へ

の
対

応
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評
価

５
項

目

評
価

大
項

目
調

査
中

項
目

必
要

な
デ

ー
タ

／
収

集
す

べ
き

情
報

必
要

な
デ

ー
タ

、
入

手
方

法
入

手
方

法

1
.1

　
必

要
性

対
象

地
域

・
社

会
の

ニ
ー

ズ
に

合
致

し
て

い
た

か
？

山
西

省
の

環
境

分
野

と
貧

困
対

策
分

野
の

課
題

と
政

策
、

C
P

、
専

門
家

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
の

ニ
ー

ズ
に

合
致

し
て

い
た

か
？

C
P

、
専

門
家

、
モ

デ
ル

村
文

献
レ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

1
.2

　
優

先
度

終
了

時
評

価
時

点
に

お
い

て
も

国
の

開
発

政
策

や
省

の
政

策
「
関

門
関

生
態

牧
畜

経
済

区
建

設
計

画
」
と

の
整

合
性

は
あ

る
か

？
（
中

間
レ

ビ
ュ

ー
後

、
中

国
の

開
発

政
策

は
変

更
さ

れ
た

か
？

-
関

門
関

生
態

牧
畜

経
済

区
建

設
計

画
、

新
農

村
建

設
、

貧
困

削
減

計
画

以
外

の
も

の
が

で
き

た
か

）

中
国

の
環

境
分

野
と

貧
困

対
策

分
野

の
開

発
計

画
・
戦

略
、

C
P

、
科

技
庁

、
雁

門
関

生
態

牧
畜

経
済

区
建

設
計

画
弁

公
室

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

終
了

時
評

価
時

点
に

お
い

て
も

日
本

の
対

中
国

の
援

助
政

策
・
J
IC

A
援

助
実

施
方

針
と

の
整

合
性

は
あ

る
か

？
（
中

間
レ

ビ
ュ

ー
後

、
対

中
援

助
政

策
・
援

助
実

施
方

針
は

変
わ

っ
た

か
？

）
O

D
A

政
策

、
対

中
国

援
助

方
針

、
J
IC

A
事

務
所

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

１
．

妥
当

性
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

は
妥

当
で

あ
っ

た
か

？

1
.3

　
手

段
と

し
て

の
適

切
性

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
ア

プ
ロ

ー
チ

と
対

象
地

域
は

適
切

な
選

択
だ

っ
た

か
？

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

専
門

家
、

C
/
P

、
モ

デ
ル

村
文

献
レ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
の

選
定

は
適

正
だ

っ
た

か
？

－
対

象
村

、
規

模
、

モ
デ

ル
農

家
、

男
女

比
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

専
門

家
、

C
/
P

、
モ

デ
ル

村
文

献
レ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
用

い
た

手
法

や
技

術
は

対
象

地
域

に
適

し
て

い
る

か
？

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

専
門

家
、

C
/
P

、
モ

デ
ル

村
、

1
.4

　
そ

の
他

中
間

レ
ビ

ュ
ー

以
降

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

取
り

巻
く
環

境
の

変
化

は
あ

っ
た

か
？

－
政

策
、

経
済

、
社

会
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
専

門
家

、
C

/
P

、
モ

デ
ル

村
文

献
レ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

2
.1

　
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

度

投
入

と
成

果
の

達
成

状
況

か
ら

見
て

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
（
「
生

態
環

境
の

改
善

と
農

民
の

生
計

向
上

を
両

立
さ

せ
る

モ
デ

ル
構

築
と

普
及

体
制

整
備

」
）
は

達
成

さ
れ

る
か

？
「
モ

デ
ル

」
と

普
及

体
制

の
具

体
的

内
容

は
何

か
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

専
門

家
、

C
/
P

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

達
成

の
た

め
に

、
何

か
行

っ
て

い
る

か
（
P

D
M

記
載

以
外

の
活

動
等

）
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
専

門
家

、
C

/
P

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

2
.2

　
因

果
関

係
成

果
１

～
５

は
、

ロ
ジ

ッ
ク

と
し

て
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
を

達
成

す
る

の
た

め
に

十
分

で
あ

っ
た

か
？

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

が
産

出
さ

れ
れ

ば
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
が

達
成

で
き

る
で

あ
ろ

う
」
と

い
う

ロ
ジ

ッ
ク

に
無

理
は

無
か

っ
た

か
？

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

専
門

家
、

C
/
P

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

討
議

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

か
ら

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

に
至

る
ま

で
の

外
部

条
件

は
現

時
点

に
お

い
て

も
正

し
い

か
？

外
部

条
件

の
影

響
は

あ
っ

た
か

？
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
専

門
家

、
C

/
P

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

討
議

2
.有

効
性

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
に

よ
り

、
期

待
さ

れ
る

効
果

が
発

現
す

る
か

？
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評
価

５
項

目

評
価

大
項

目
調

査
中

項
目

必
要

な
デ

ー
タ

／
収

集
す

べ
き

情
報

必
要

な
デ

ー
タ

、
入

手
方

法
入

手
方

法

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

達
成

を
阻

害
・
貢

献
す

る
要

因
は

あ
る

か
？

そ
れ

は
何

か
？

理
由

は
何

か
？

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

専
門

家
、

C
/
P

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

討
議

3
.1

-
1
成

果
1
の

産
出

状
況

（
1
）
成

果
１

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
ま

で
に

達
成

さ
れ

る
見

込
み

か
（
2
）
活

動
1
-
1
~1

-
7
は

成
果

１
を

産
出

す
る

の
に

十
分

か
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
専

門
家

、
C

/
P

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

3
.1

-
2
 成

果
2
の

産
出

状
況

（
1
）
成

果
２

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
ま

で
に

達
成

さ
れ

る
見

込
み

か
（
2
）
活

動
2
-
1
~2

-
6
は

成
果

２
を

産
出

す
る

の
に

十
分

か
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
専

門
家

、
C

/
P

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

3
.1

-
3
 成

果
3
の

産
出

状
況

（
1
）
成

果
３

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
ま

で
に

達
成

さ
れ

る
見

込
み

か
（
2
）
活

動
3
-
1
~3

-
3
は

成
果

３
を

産
出

す
る

の
に

十
分

か
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
専

門
家

、
C

/
P

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

3
.1

-
4
 成

果
4
の

産
出

状
況

（
1
）
成

果
４

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
ま

で
に

達
成

さ
れ

る
見

込
み

か
（
2
）
活

動
4
-
1
~4

-
3
は

成
果

４
を

産
出

す
る

の
に

十
分

か
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
専

門
家

、
C

/
P

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

3
1

5
成

果
5
の

産
出

状
況

（
1
）
成

果
５

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
ま

で
に

達
成

さ
れ

る
見

込
み

か
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

専
門

家
C

/
P

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、

3
.効

率
性

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
効

率
的

に
実

施
さ

れ
た

か
？

3
.1

-
5
 成

果
5
の

産
出

状
況

（
2
）
活

動
5
-
1
~5

-
3
は

成
果

５
を

産
出

す
る

の
に

十
分

か
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
専

門
家

、
C

/
P

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

3
.2

　
因

果
関

係
活

動
か

ら
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
に

至
る

ま
で

の
外

部
条

件
は

現
時

点
に

お
い

て
も

正
し

い
か

？
外

部
条

件
の

影
響

は
あ

っ
た

か
？

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

専
門

家
、

C
/
P

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

討
議

3
.3

　
投

入
の

実
施

状
況

中
国

側
イ

ン
プ

ッ
ト

は
適

切
で

あ
っ

た
か

？
-
タ

イ
ミ

ン
グ

と
内

容
（
C

/
P

、
施

設
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

運
営

費
）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

専
門

家
、

C
/
P

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

日
本

側
イ

ン
プ

ッ
ト

は
適

切
で

あ
っ

た
か

？
-
タ

イ
ミ

ン
グ

と
内

容
（
専

門
家

、
供

与
機

材
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

運
営

費
）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

専
門

家
、

C
/
P

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

活
動

は
タ

イ
ミ

ン
グ

良
く
実

施
さ

れ
た

か
？

活
動

実
施

に
必

要
な

イ
ン

プ
ッ

ト
の

遅
れ

が
合

っ
た

場
合

に
は

ど
の

よ
う

に
対

応
し

た
か

？
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
専

門
家

、
C

/
P

、
モ

デ
ル

村
文

献
レ

ビ
ュ

ー
、

質
問

票
、

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
討

議

3
.4

　
コ

ス
ト

コ
ス

ト
は

成
果

に
見

合
っ

た
も

の
か

？
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
専

門
家

、
C

/
P

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

討
議

他
の

援
助

機
関

や
J
IC

A
の

他
ス

キ
ー

ム
、

中
国

内
の

他
事

業
と

の
連

携
や

相
乗

効
果

は
あ

っ
た

か
？

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

専
門

家
、

C
/
P

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

3
.5

.　
阻

害
・
貢

献
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

効
率

性
を

阻
害

・
貢

献
す

る
そ

の
他

要
因

が
あ

る
か

？
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
専

門
家

、
C

/
P

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

討
議
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評
価

５
項

目

評
価

大
項

目
調

査
中

項
目

必
要

な
デ

ー
タ

／
収

集
す

べ
き

情
報

必
要

な
デ

ー
タ

、
入

手
方

法
入

手
方

法

4
.1

上
位

目
標

達
成

見
込

み
投

入
と

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
実

績
、

活
動

の
実

施
状

況
に

照
ら

し
合

わ
せ

て
、

上
位

目
標

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

効
果

と
し

て
発

現
が

見
込

ま
れ

る
か

？
（
３

年
以

内
）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

専
門

家
、

C
/
P

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

討
議

4
.2

　
阻

害
・
貢

献
上

位
目

標
の

達
成

に
貢

献
す

る
要

因
は

あ
る

か
？

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

専
門

家
、

C
/
P

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

上
位

目
標

の
達

成
を

阻
害

す
る

要
因

は
あ

る
か

？
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
専

門
家

、
C

/
P

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

4
.3

　
因

果
関

係
上

位
目

標
と

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

は
乖

離
し

て
い

な
い

か
？

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

専
門

家
、

C
/
P

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

か
ら

上
位

目
標

に
至

る
ま

で
の

外
部

条
件

は
現

時
点

に
お

い
て

も
正

し
い

か
？

－
外

部
条

件
の

影
響

を
受

け
る

可
能

性
が

あ
る

か
？

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

専
門

家
、

C
/
P

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

プ
ロ

ジ
ク

ト
実

施
に

よ
る

想
定

さ
れ

な
か

た
正

の
イ

ン
パ

ク
ト

が
生

じ
て

い
る

4
4

波
及

効
果

（
正

の
イ

ン
パ

4
.イ

ン
パ

ク
ト

（
予

測
）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
に

よ
る

波
及

効
果

は
あ

る
か

？

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

に
よ

る
想

定
さ

れ
な

か
っ

た
正

の
イ

ン
パ

ク
ト

が
生

じ
て

い
る

か
？

そ
の

理
由

は
何

か
？

（
技

術
、

環
境

、
政

策
・
法

律
・
制

度
・
基

準
、

社
会

、
経

済
、

文
化

等
へ

の
影

響
）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

専
門

家
、

C
/
P

、
モ

デ
ル

村
、

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

討
議

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
以

外
へ

の
波

及
性

は
あ

っ
た

か
？

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

専
門

家
、

C
/
P

、
モ

デ
ル

村
、

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

4
.5

　
負

の
イ

ン
パ

ク
ト

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

に
よ

る
想

定
さ

れ
な

か
っ

た
負

の
イ

ン
パ

ク
ト

が
生

じ
て

い
る

か
？

そ
の

理
由

は
何

か
？

対
策

は
講

じ
て

い
る

か
？

／
ど

の
よ

う
な

対
策

が
考

え
ら

れ
る

か
？

（
環

境
、

社
会

、
経

済
、

文
化

等
へ

の
影

響
）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

専
門

家
、

C
/
P

、
モ

デ
ル

村
、

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

討
議

5
.1

　
政

策
・
制

度
面

生
態

環
境

回
復

と
貧

困
緩

和
に

関
す

る
政

策
は

協
力

終
了

後
も

継
続

す
る

か
？

[国
レ

ベ
ル

の
政

策
・
制

度
の

変
更

の
有

無
]

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

専
門

家
、

C
/
P

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

討
議

雁
門

関
生

態
牧

畜
経

済
区

建
設

計
画

は
今

後
も

継
続

す
る

見
込

み
か

[省
レ

ベ
ル

の
政

策
・
制

度
]

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

専
門

家
、

C
/
P

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

討
議

5
.2

　
組

織
・
財

政
面

協
力

終
了

後
も

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

同
様

の
活

動
(研

修
含

む
)を

継
続

・
他

地
域

に
拡

大
し

て
い

く
た

め
の

人
員

、
予

算
、

制
度

が
あ

る
か

？
－

省
レ

ベ
ル

－
県

以
下

の
レ

ベ
ル

：
婁

煩
県

、
右

玉
県

－
郷

－
村

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

専
門

家
、

C
/
P

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

討
議

4
.4

　
波

及
効

果
（
正

の
イ

ン
パ

ク
ト

）
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評
価

５
項

目

評
価

大
項

目
調

査
中

項
目

必
要

な
デ

ー
タ

／
収

集
す

べ
き

情
報

必
要

な
デ

ー
タ

、
入

手
方

法
入

手
方

法

「
普

及
計

画
」
に

対
し

、
省

関
係

機
関

か
ら

十
分

な
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

を
得

ら
れ

る
か

？
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
専

門
家

、
C

/
P

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

討
議

5
.3

　
技

術
面

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
構

築
し

た
モ

デ
ル

や
用

い
た

手
法

は
中

国
側

に
受

け
入

れ
ら

れ
定

着
し

て
い

く
か

？
（
技

術
レ

ベ
ル

、
社

会
・
慣

習
面

な
ど

）
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
専

門
家

、
C

/
P

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

討
議

パ
イ

ロ
ッ

ト
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
か

ら
他

の
地

域
に

普
及

で
き

る
技

術
で

あ
る

か
？

（
技

術
水

準
）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

専
門

家
、

C
/
P

、
モ

デ
ル

村
、

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

討
議

技
術

や
手

法
を

普
及

で
き

る
人

材
が

育
成

さ
れ

た
か

？
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
専

門
家

、
C

/
P

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

討
議

パ
イ

ロ
ッ

ト
事

業
を

通
じ

、
対

象
農

民
が

必
要

な
技

術
や

経
営

能
力

を
身

に
つ

け
ら

れ
た

か
？

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

専
門

家
、

C
/
P

、
モ

デ
ル

村

供
与

資
機

材
の

維
持

管
理

は
適

切
に

行
わ

れ
て

い
る

か
？

文
献

レ
ビ

質
問

票

5
.自

立
発

展
性

供
与

資
機

材
の

維
持

管
理

は
適

切
に

行
わ

れ
て

い
る

か
？

（
人

員
、

技
術

、
予

算
、

管
理

体
制

）
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
専

門
家

、
C

/
P

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
、

討
議

社
会

的
弱

者
（
貧

困
層

、
女

性
、

高
齢

者
等

）
へ

の
配

慮
-
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

十
分

に
な

さ
れ

た
か

？
-
今

後
、

配
慮

し
て

い
く
必

要
は

あ
る

か
？

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

専
門

家
、

C
/
P

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

環
境

へ
の

配
慮

-
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

十
分

に
な

さ
れ

た
か

？
-
今

後
、

配
慮

し
て

い
く
必

要
は

あ
る

か
？

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

専
門

家
、

C
/
P

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

上
記

以
外

で
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
効

果
を

今
後

、
継

続
・
発

展
さ

せ
て

い
く
た

め
に

必
要

な
こ

と
は

何
か

？
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
専

門
家

、
C

/
P

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

効
果

の
継

続
を

阻
害

す
る

/
阻

害
す

る
可

能
性

の
あ

る
も

の
は

何
か

？
対

策
は

あ
る

か
？

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

専
門

家
、

C
/
P

文
献

レ
ビ

ュ
ー

、
質

問
票

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

5
.5

　
社

会
・
文

化
的

側
面

、
環

境
面

5
.6

阻
害

・
貢

献
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付属資料８．質問票

質問票配布先

質問票種類 配布先

県レベル質問票 婁煩県指導調整グループの主要メンバー（県長、科技、農業、牧畜、扶貧、水利、林業、気象等）

婁煩県プロジェクト弁公室の主要メンバー(副県長、科技、農業、牧畜、扶貧困等）

婁煩県技術普及員(プロジェクトに携わった者）

婁煩県モデル村の属する郷の技術普及員(プロジェクトに携わった者）

右玉県指導調整グループの各メンバー（県長、科技、農業、牧畜、扶貧、水利、林業、気象等）

右玉県プロジェクト弁公室の各メンバー(副県長、科技、農業、牧畜、扶貧困等）

右玉県技術普及員(プロジェクトに携わった者）

右玉県モデル村の属する郷の技術普及員(プロジェクトに携わった者）

省レベル質問票 省指導調整グループの科技メンバー(科技庁副庁長、科技庁代表）

(科技、弁公室用） 省プロジェクト弁公室の主要メンバー（科技庁、各分野（畜産、草地、参加型開発、水利等）のCP）

省レベル質問票 省指導調整グループの主要メンバー(農業庁、林業庁、水利庁、牧畜局、農業科学院等）

（協力機関用） 雁門関生態牧畜経済区建設計画弁公室

専門家用質問票 日本人専門家
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県
レ

ベ
ル

C
P

用
質

問
票

所
属

･役
職

：
氏

名
：

大
項

目
1

2
3

A
1
.1

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

期
間

（
2
0
0
7
年

3
月

～
2
0
1
1
年

3
月

）
に

お
け

る
ご

担
当

の
活

動
は

順
調

で
し

た
か

？
は

い
い

い
え

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

頻
度

：

方
法

：

A
1
.3

パ
イ

ロ
ッ

ト
事

業
に

対
し

、
日

本
人

専
門

家
や

省
レ

ベ
ル

の
関

係
者

の
指

導
や

助
言

は
適

切
で

し
た

か
？

は
い

い
い

え
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

A
1
.4

活
動

の
過

程
で

生
じ

て
い

る
問

題
が

あ
り

ま
し

た
ら

記
載

し
て

下
さ

い
。

あ
る

な
い

A
2
.1

日
本

人
専

門
家

か
ら

の
技

術
移

転
の

内
容

や
教

授
法

に
満

足
さ

れ
て

い
ま

す
か

。
は

い
い

い
え

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

A
2
.2

技
術

移
転

の
効

果
を

お
書

き
く
だ

さ
い

。

A
2
.3

技
術

移
転

に
関

し
て

、
こ

れ
ま

で
問

題
が

あ
り

ま
し

た
か

? 
そ

れ
に

対
し

て
提

案
・
要

望
が

あ
り

ま
す

か
？

問
題

が
あ

っ
た

問
題

な
し

A
3
.1

県
指

導
調

整
グ

ル
ー

プ
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

推
進

に
役

立
ち

ま
し

た
か

？
は

い
い

い
え

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

A
3
.2

県
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

円
滑

に
管

理
し

て
い

る
と

思
い

ま
す

か
？

は
い

い
い

え
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

A
3
.3

県
内

の
関

係
機

関
と

の
情

報
共

有
や

連
絡

調
整

は
円

滑
で

す
か

？
改

善
点

や
提

案
が

あ
り

ま
し

た
ら

、
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
は

い
い

い
え

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

A
3
.4

県
の

関
係

機
関

と
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
関

し
て

ど
の

程
度

の
頻

度
で

連
絡

し
て

い
ま

す
か

？

理
由

・
コ

メ
ン

ト

A
1
.2

理
由

：

改
善

点
：

報
告

方
法

：

A
.2

 技
術

移
転

A
1
活

動
実

施
状

況

理
由

：

理
由

：

問
題

点
：

理
由

：

理
由

：

提
案

･要
望

：

担
当

分
野

：
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
従

事
期

間
：

報
告

頻
度

：

A
3 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

運
営

管
理

体
制

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

質
問

パ
イ

ロ
ッ

ト
事

業
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

は
ど

の
程

度
の

頻
度

で
、

ど
の

よ
う

に
行

っ
て

い
ま

す
か

？
ま

た
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

結
果

を
ど

の
程

度
の

頻
度

で
、

ど
の

よ
う

に
行

っ
て

い
ま

す
か

？

A
実

施
プ

ロ
セ

ス
に

つ
い

て
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A
3
.5

省
の

関
係

機
関

と
の

情
報

共
有

や
連

絡
調

整
は

円
滑

で
す

か
？

改
善

点
や

提
案

が
あ

り
ま

し
た

ら
、

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
は

い
い

い
え

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

A
3
.6

省
の

関
係

機
関

と
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
関

し
て

ど
の

程
度

の
頻

度
で

連
絡

し
て

い
ま

す
か

？

A
3
.7

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

運
営

に
関

し
、

関
係

者
間

で
会

議
は

ど
の

程
度

の
頻

度
で

実
施

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

参
加

者
は

誰
で

す
か

？

A
3
.8

会
議

の
開

催
の

時
期

や
議

題
は

適
切

で
し

た
か

？
は

い
い

い
え

A
3
.9

日
本

人
専

門
家

と
の

人
間

関
係

は
良

好
で

す
か

？
改

善
点

や
提

案
が

あ
り

ま
し

た
ら

、
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
は

い
い

い
え

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

A
3
.1

0
対

象
郷

の
技

術
者

や
普

及
員

と
の

関
係

は
良

好
で

し
た

か
？

は
い

い
い

え
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

A
3
.1

1
対

象
村

の
住

民
と

の
関

係
は

良
好

で
し

た
か

？
は

い
い

い
え

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

A
3
.1

2
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
運

営
管

理
体

制
に

つ
い

て
、

改
善

す
べ

き
点

が
あ

れ
ば

お
書

き
く
だ

さ
い

。

A
4
.1

県
指

導
調

整
グ

ル
ー

プ
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

運
営

に
主

体
的

に
取

り
組

ん
で

い
る

と
思

い
ま

す
か

？
は

い
い

い
え

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

A
4
.2

県
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
運

営
に

主
体

的
に

取
り

組
ん

で
い

る
と

思
い

ま
す

か
？

は
い

い
い

え
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

A
4
.3

あ
な

た
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
計

画
策

定
や

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

、
研

修
な

ど
に

積
極

的
に

参
加

し
て

い
ま

す
か

。
ま

た
そ

の
理

由
を

お
教

え
く
だ

さ
い

。
は

い
い

い
え

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

評
価

5
項

目

大
質

問
小

質
問

1
2

3

1
.1

必
要

性
1
.1

.1
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

県
や

対
象

農
家

の
ニ

ー
ズ

に
合

致
し

て
い

ま
す

か
？

大
変

合
致

し
て

い
る

ほ
ぼ

合
致

し
て

い
る

問
題

あ
り

1
.2

.1
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
対

象
村

や
対

象
農

家
の

選
定

は
適

切
で

す
か

？
大

変
適

切
で

あ
る

ほ
ぼ

適
切

問
題

あ
り

1
.2

.2
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
用

い
た

手
法

や
技

術
は

現
地

に
適

し
て

い
ま

す
か

？
大

変
適

切
で

あ
る

ほ
ぼ

適
切

問
題

あ
り

理
由

：

理
由

：

理
由

：

頻
度

：
参

加
者

：

理
由

：

理
由

・
コ

メ
ン

ト

理
由

：

理
由

：

理
由

：

A
4
 中

国
側

の
オ

ー
ナ

ー
シ

ッ
プ

、
認

識

1
. 
妥

当
性

　
-
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

は
妥

当
で

あ
っ

た
か

？

理
由

：

改
善

点
：

理
由

：

改
善

点
：

1
.2

 手
段

の
適

切
性
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大
質

問
小

質
問

1
2

3

2
.1

.1
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
ま

で
に

、
生

態
環

境
の

改
善

と
農

民
の

生
計

向
上

を
両

立
さ

せ
る

取
り

組
み

の
モ

デ
ル

が
構

築
さ

れ
る

と
思

い
ま

す
か

？
そ

う
思

う
そ

う
思

わ
な

い
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

2
.1

.2
生

態
環

境
の

改
善

と
農

民
の

生
計

向
上

を
両

立
さ

せ
る

取
り

組
み

の
モ

デ
ル

を
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
対

象
地

域
以

外
に

普
及

し
て

い
く
計

画
や

体
制

は
あ

り
ま

す
か

？
そ

う
思

う
そ

う
思

わ
な

い
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

2
.2

.1
成

果
１

「
生

態
環

境
の

改
善

・
保

護
と

牧
畜

業
の

持
続

可
能

な
発

展
を

実
現

す
る

た
め

の
県

レ
ベ

ル
の

土
地

利
用

計
画

が
策

定
さ

れ
る

」
の

達
成

状
況

を
ど

う
思

わ
れ

ま
す

か
。

十
分

に
達

成
し

て
い

る

進
捗

が
遅

れ
て

い
る

2
.2

.2
成

果
2
「
県

レ
ベ

ル
土

地
利

用
計

画
に

基
づ

き
、

生
態

環
境

の
保

護
と

牧
畜

業
の

持
続

可
能

な
発

展
を

実
現

す
る

た
め

の
村

レ
ベ

ル
開

発
計

画
が

住
民

参
加

型
で

策
定

さ
れ

、
パ

イ
ロ

ッ
ト

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
活

動
が

具
体

化
さ

れ
る

。
」
の

達
成

状
況

を
ど

う
思

わ
れ

ま
す

か
。

十
分

に
達

成
し

て
い

る

進
捗

が
遅

れ
て

い
る

2
.2

.3
成

果
３

「
村

レ
ベ

ル
開

発
計

画
に

基
づ

き
、

パ
イ

ロ
ッ

ト
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

実
施

さ
れ

る
。

」
の

達
成

状
況

を
ど

う
思

わ
れ

ま
す

か
。

十
分

に
達

成
し

て
い

る

進
捗

が
遅

れ
て

い
る

2
.2

.4
成

果
４

「
 対

モ
デ

ル
村

へ
の

技
術

支
援

体
制

が
強

化
さ

れ
る

。
」
の

達
成

状
況

を
ど

う
思

わ
れ

ま
す

か
。

十
分

に
達

成
し

て
い

る

進
捗

が
遅

れ
て

い
る

2
.2

.5
成

果
５

「
活

動
の

成
果

が
取

り
ま

と
め

ら
れ

、
雁

門
関

地
区

内
の

県
関

係
者

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

成
果

に
関

す
る

情
報

を
得

る
。

」
の

達
成

状
況

を
ど

う
思

わ
れ

ま
す

か
。

十
分

に
達

成
し

て
い

る

進
捗

が
遅

れ
て

い
る

大
質

問
小

質
問

1
2

3

3
.1

　
日

本
人

専
門

家
派

遣
3
.1

.1
日

本
人

専
門

家
の

分
野

や
派

遣
時

期
は

適
切

で
し

た
か

？
大

変
適

切
ほ

ぼ
適

切
問

題
あ

り

3
.2

 訪
日

研
修

3
.2

.1
【
訪

日
研

修
に

参
加

し
た

方
へ

】
　

訪
日

研
修

の
分

野
や

実
施

時
期

は
適

切
で

し
た

か
？

大
変

適
切

ほ
ぼ

適
切

問
題

あ
り

3
.3

 機
材

供
与

3
.3

.1
供

与
機

材
の

内
容

や
供

与
時

期
は

適
切

で
し

た
か

？
大

変
適

切
ほ

ぼ
適

切
問

題
あ

り

3
.4

 日
本

側
の

運
営

費
3
.4

.1
日

本
側

か
ら

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
運

営
費

の
支

出
の

タ
イ

ミ
ン

グ
は

適
切

で
し

た
か

？
大

変
適

切
ほ

ぼ
適

切
問

題
あ

り

3
.5

中
国

側
Ｃ

P
の

配
置

3
.5

.1
Ｃ

Ｐ
の

人
数

、
配

置
の

タ
イ

ミ
ン

グ
、

専
門

性
は

適
切

で
し

た
か

？
大

変
適

切
ほ

ぼ
適

切
問

題
あ

り

理
由

・
コ

メ
ン

ト

理
由

：

理
由

：

理
由

：

理
由

：

理
由

：

2
.1

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
予

測

理
由

：

2
. 
有

効
性

　
-
　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
に

よ
り

、
期

待
さ

れ
る

効
果

が
発

現
し

た
か

？

＊
担

当
し

て
い

る
成

果
に

つ
い

て
お

答
え

く
だ

さ
い

。

理
由

：

理
由

：

理
由

・
コ

メ
ン

ト

2
2
成

果
の

達
成

度 3
. 
効

率
性

　
－

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
効

率
的

に
実

施
さ

れ
た

か
？

理
由

：

理
由

：

理
由

：

理
由

：
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3
.6

 中
国

側
の

運
営

費
3
.6

.1
中

国
側

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
運

営
費

の
支

給
の

タ
イ

ミ
ン

グ
は

適
切

で
し

た
か

？
大

変
適

切
ほ

ぼ
適

切
問

題
あ

り

3
.7

中
国

側
の

施
設

の
整

備
3
.7

.1
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

務
所

の
施

設
環

境
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

実
施

に
と

っ
て

良
好

で
す

か
？

大
変

良
好

ほ
ぼ

良
好

問
題

あ
り

3
.8

他
ド

ナ
ー

等
と

の
連

携
3
.8

.1
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

実
施

し
て

い
く
う

え
で

、
類

似
活

動
を

行
っ

て
い

る
他

ド
ナ

ー
、

他
事

業
等

と
の

連
携

を
行

い
ま

し
た

か
？

は
い

い
い

え

大
質

問
6

1
2

3

4
.1

　
上

位
目

標
達

成
の

見
込

み
4
.1

.1
今

回
対

象
に

な
っ

た
村

以
外

で
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

取
組

を
参

考
に

し
た

事
業

が
実

施
さ

れ
る

と
思

い
ま

す
か

？
は

い
い

い
え

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

4
.2

 プ
ラ

ス
の

イ
ン

パ
ク

ト
4
.2

.1
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
に

よ
り

、
農

民
の

生
計

向
上

や
生

態
環

境
改

善
以

外
の

プ
ラ

ス
の

イ
ン

パ
ク

ト
は

あ
り

ま
す

か
？

は
い

い
い

え

4
.3

.1
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
に

よ
る

マ
イ

ナ
ス

の
イ

ン
パ

ク
ト

は
あ

り
ま

す
か

？
あ

る
場

合
、

そ
れ

が
起

き
た

理
由

は
何

で
し

ょ
う

か
？

は
い

い
い

え

4
.3

.2
マ

イ
ナ

ス
の

イ
ン

パ
ク

ト
が

あ
る

場
合

、
ど

の
よ

う
な

対
策

を
実

施
し

て
い

ま
す

か
？

　
ま

た
は

　
ど

の
よ

う
な

対
策

が
考

え
ら

れ
ま

す
か

？

大
質

問
小

質
問

1
2

3
4

理
由

・
コ

メ
ン

ト

5
.1

.1
あ

な
た

の
県

で
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

実
施

し
た

よ
う

な
活

動
を

継
続

し
た

り
、

他
地

域
に

拡
大

す
る

こ
と

は
可

能
で

す
か

？
継

続
･拡

大
可

能

条
件

が
整

え
ば

継
続

・
拡

大
可

能

継
続

は
困

難

5
.1

.2
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
関

係
機

関
と

の
協

力
関

係
は

継
続

し
ま

す
か

？
継

続
可

能

条
件

が
整

え
ば

継
続

・
拡

大
可

能

継
続

は
困

難

5
.2

.1
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

開
発

し
た

マ
ニ

ュ
ア

ル
、

教
材

等
を

、
今

後
も

活
用

し
て

い
き

ま
す

か
？

は
い

い
い

え

5
.2

.2
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
実

施
し

た
よ

う
な

活
動

を
継

続
す

る
た

め
に

必
要

な
技

術
・

能
力

が
県

の
関

係
者

に
身

に
つ

い
た

と
思

い
ま

す
か

？
そ

う
思

う
そ

う
思

わ
な

い
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

5
.2

.3
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
実

施
し

た
よ

う
な

活
動

を
継

続
す

る
た

め
に

必
要

な
技

術
・

能
力

が
郷

や
村

の
技

術
者

や
普

及
員

に
身

に
つ

い
た

と
思

い
ま

す
か

？
そ

う
思

う
そ

う
思

わ
な

い
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

5
.2

.4
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
実

施
し

た
よ

う
な

活
動

を
継

続
す

る
た

め
に

必
要

な
技

術
・

能
力

が
モ

デ
ル

村
の

農
民

に
身

に
つ

い
た

と
思

い
ま

す
か

？
そ

う
思

う
そ

う
思

わ
な

い
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

理
由

：

理
由

・
コ

メ
ン

ト

理
由

：

理
由

：

具
体

例
：

理
由

：

理
由

：

理
由

：

理
由

：

理
由

：

5
.1

政
策

、
組

織
理

由
：

4
.3

 マ
イ

ナ
ス

の
イ

ン
パ

ク
ト

理
由

：

理
由

：

対
策

：

4
. 
イ

ン
パ

ク
ト

－
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
っ

て
上

位
目

標
「
雁

門
関

地
区

に
お

い
て

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

構
築

さ
れ

た
モ

デ
ル

が
普

及
し

、
生

態
環

境
が

改
善

し
、

農
民

の
生

計
が

向
上

す
る

。
」
の

達
成

が
見

込
ま

れ
る

か
？

波
及

効
果

は
あ

っ
た

か
？

5
. 
自

立
発

展
性

ー
　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
効

果
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
継

続
・
発

展
し

て
い

く
か

？

5
.2

　
技

術
的

自
立

発
展

性
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5
.2

.5
あ

な
た

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

学
ん

だ
技

術
や

手
法

を
他

の
職

員
や

関
連

組
織

の
職

員
等

に
普

及
し

て
い

く
仕

組
み

は
あ

り
ま

す
か

？
そ

う
思

う
そ

う
思

わ
な

い
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

5
.2

.6
上

記
の

技
術

・
手

法
の

普
及

を
進

め
る

た
め

に
、

ど
の

よ
う

な
取

り
組

み
が

必
要

だ
と

思
い

ま
す

か
？

5
.2

.7
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

供
与

さ
れ

た
機

材
を

、
維

持
管

理
で

き
る

技
術

や
人

員
、

予
算

は
あ

り
ま

す
か

？
ど

の
よ

う
な

維
持

管
理

体
制

で
す

か
？

は
い

い
い

え

5
.3

.1
社

会
的

弱
者

層
（
貧

困
、

女
性

等
）
へ

の
配

慮
は

十
分

に
な

さ
れ

ま
し

た
か

？
社

会
的

弱
者

に
ど

の
よ

う
な

配
慮

を
し

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

か
？

は
い

い
い

え
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

5
.3

.2
環

境
へ

の
配

慮
は

十
分

で
し

た
か

？
環

境
保

全
の

た
め

に
ど

の
よ

う
な

配
慮

を
考

え
て

い
く
必

要
が

あ
り

ま
す

か
？

は
い

い
い

え
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

5
.4

.1
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

効
果

を
今

後
継

続
・
発

展
し

て
い

く
た

め
に

必
要

な
こ

と
は

何
で

す
か

？

5
.4

.2
効

果
の

継
続

を
阻

害
す

る
と

思
わ

れ
る

要
因

は
何

で
す

か
？

配
慮

内
容

：

配
慮

内
容

：

維
持

管
理

体
制

：

理
由

：

5
.3

　
社

会
・
文

化
・
環

境
面

そ
の

他
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

成
果

、
課

題
、

今
後

の
活

動
、

評
価

調
査

な
ど

に
関

す
る

ご
意

見
・
ご

要
望

な
ど

あ
り

ま
し

た
ら

、
自

由
に

お
書

き
く
だ

さ
い

。
ご

協
力

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

5
.4

　
持

続
的

効
果

の
発

現
要

因
と

阻
害

要
因
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省
レ

ベ
ル

C
P

用
質

問
票

(科
技

、
弁

公
室

）

所
属

･役
職

：
氏

名
：

大
項

目
1

2
3

A
1
.1

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

期
間

（
2
0
0
7
年

3
月

～
2
0
1
1
年

3
月

）
に

お
け

る
ご

担
当

の
活

動
は

順
調

で
し

た
か

？
は

い
い

い
え

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

A
1
2

パ
イ

ロ
ッ

ト
事

業
に

対
し

、
日

本
人

専
門

家
や

省
レ

ベ
ル

の
関

係
者

の
指

導
や

助
言

は
適

切
で

し
た

か
？

は
い

い
い

え
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

A
1
.3

活
動

の
過

程
で

生
じ

て
い

る
問

題
が

あ
り

ま
し

た
ら

記
載

し
て

下
さ

い
。

あ
る

な
い

A
2
.1

日
本

人
専

門
家

か
ら

の
技

術
移

転
の

内
容

や
教

授
法

に
満

足
さ

れ
て

い
ま

す
か

。
は

い
い

い
え

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

A
2
.2

技
術

移
転

の
効

果
を

お
書

き
く
だ

さ
い

。

A
2
.3

技
術

移
転

に
関

し
て

、
こ

れ
ま

で
問

題
が

あ
り

ま
し

た
か

? 
そ

れ
に

対
し

て
提

案
・
要

望
が

あ
り

ま
す

か
？

問
題

が
あ

っ
た

問
題

な
し

A
3
.1

県
指

導
調

整
グ

ル
ー

プ
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

推
進

に
役

立
ち

ま
し

た
か

？
は

い
い

い
え

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

A
3
.2

県
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

円
滑

に
管

理
し

て
い

る
と

思
い

ま
す

か
？

は
い

い
い

え
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

A
3
.3

県
レ

ベ
ル

の
関

係
機

関
と

の
情

報
共

有
や

連
絡

調
整

は
円

滑
で

す
か

？
改

善
点

や
提

案
が

あ
り

ま
し

た
ら

、
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
は

い
い

い
え

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

A
3
.4

県
の

関
係

機
関

と
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
関

し
て

ど
の

程
度

の
頻

度
で

連
絡

し
て

い
ま

す
か

？

A
3
.5

省
指

導
調

整
グ

ル
ー

プ
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

推
進

に
役

立
ち

ま
し

た
か

？
は

い
い

い
え

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

A
3
.6

省
の

関
係

機
関

と
の

情
報

共
有

や
連

絡
調

整
は

円
滑

で
す

か
？

改
善

点
や

提
案

が
あ

り
ま

し
た

ら
、

ご
理

由
く
だ

さ
い

。
は

い
い

い
え

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

A
3
.7

省
の

関
係

機
関

と
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
関

し
て

ど
の

程
度

の
頻

度
で

連
絡

し
て

い
ま

す
か

？

A
3
.8

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

運
営

に
関

し
、

関
係

者
間

で
会

議
は

ど
の

程
度

の
頻

度
で

実
施

さ
れ

て
い

ま
す

か
？

参
加

者
は

誰
で

す
か

？

理
由

：

理
由

：

理
由

：
A

3 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
運

営
管

理
体

制
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

質
問

A
実

施
プ

ロ
セ

ス
に

つ
い

て

理
由

：

理
由

：

提
案

･要
望

：

理
由

・
コ

メ
ン

ト

担
当

分
野

：
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
従

事
期

間
：

A
.2

 技
術

移
転

A
1
活

動
実

施
状

況

理
由

：

問
題

点
：

改
善

点
：

改
善

点
：

頻
度

：
参

加
者

：
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A
3
.9

会
議

の
開

催
の

時
期

や
議

題
は

適
切

で
し

た
か

？
は

い
い

い
え

A
3
.1

0
日

本
人

専
門

家
と

の
人

間
関

係
は

良
好

で
す

か
？

改
善

点
や

提
案

が
あ

り
ま

し
た

ら
、

ご
説

明
く
だ

さ
い

。
は

い
い

い
え

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

A
3
.1

1
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
運

営
管

理
体

制
に

つ
い

て
、

改
善

す
べ

き
点

が
あ

れ
ば

お
書

き
く
だ

さ
い

。

A
4
.1

省
指

導
調

整
グ

ル
ー

プ
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

運
営

に
主

体
的

に
取

り
組

ん
で

い
る

と
思

い
ま

す
か

？
は

い
い

い
え

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

A
4
.2

県
指

導
調

整
グ

ル
ー

プ
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

運
営

に
主

体
的

に
取

り
組

ん
で

い
る

と
思

い
ま

す
か

？
は

い
い

い
え

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

A
4
.3

省
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
運

営
に

主
体

的
に

取
り

組
ん

で
い

る
と

思
い

ま
す

か
？

は
い

い
い

え
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

A
4
.4

県
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
運

営
に

主
体

的
に

取
り

組
ん

で
い

る
と

思
い

ま
す

か
？

は
い

い
い

え
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

A
4
.5

あ
な

た
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
活

動
に

積
極

的
に

参
加

し
て

い
ま

す
か

。
ま

た
そ

の
理

由
を

お
教

え
く
だ

さ
い

。
は

い
い

い
え

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

評
価

5
項

目

大
質

問
小

質
問

1
2

3

1
.1

優
先

度
1
.1

.1
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

山
西

省
の

政
策

（
雁

門
関

生
態

牧
畜

経
済

区
建

設
計

画
等

）
に

合
致

し
て

い
ま

す
か

？
大

変
合

致
し

て
い

る

ほ
ぼ

合
致

し
て

い
る

問
題

あ
り

1
.2

.1
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

省
の

ニ
ー

ズ
に

合
致

し
て

い
ま

す
か

？
大

変
合

致
し

て
い

る

ほ
ぼ

合
致

し
て

い
る

問
題

あ
り

1
.2

.2
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

県
や

対
象

農
家

の
ニ

ー
ズ

に
合

致
し

て
い

ま
す

か
？

大
変

合
致

し
て

い
る

ほ
ぼ

合
致

し
て

い
る

問
題

あ
り

1
.3

.1
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
対

象
村

や
対

象
農

家
の

選
定

は
適

切
で

す
か

？
大

変
適

切
で

あ
る

ほ
ぼ

適
切

問
題

あ
り

1
.3

.2
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
用

い
た

手
法

や
技

術
は

現
地

に
適

し
て

い
ま

す
か

？
大

変
適

切
で

あ
る

ほ
ぼ

適
切

問
題

あ
り

理
由

：

理
由

：

理
由

：

理
由

：

1
.3

 手
段

の
適

切
性

理
由

：

理
由

：

A
4
 中

国
側

の
オ

ー
ナ

ー
シ

ッ
プ

、
認

識

1
. 
妥

当
性

　
-
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

は
妥

当
で

あ
っ

た
か

？

1
.2

必
要

性

理
由

：

改
善

点
：

理
由

・
コ

メ
ン

ト

理
由

：

理
由

：

理
由

：

理
由

：
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大
質

問
小

質
問

1
2

3

2
.1

.1
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
ま

で
に

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
「
中

国
山

西
省

雁
門

関
地

区
の

モ
デ

ル
県

で
生

態
環

境
の

改
善

と
農

民
の

生
計

向
上

を
両

立
さ

せ
る

取
り

組
み

の
モ

デ
ル

が
構

築
さ

れ
、

雁
門

関
地

区
で

普
及

さ
れ

る
体

制
が

整
備

さ
れ

る
」
が

達
成

さ
れ

る
と

思
い

ま
す

か
？

そ
う

思
う

そ
う

思
わ

な
い

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

2
.1

.2
達

成
す

る
の

が
困

難
と

思
わ

れ
る

場
合

、
そ

の
理

由
は

何
で

す
か

？

2
.1

.3
生

態
環

境
の

改
善

と
農

民
の

生
計

向
上

を
両

立
さ

せ
る

モ
デ

ル
の

構
築

や
モ

デ
ル

の
普

及
体

制
の

整
備

の
た

め
に

、
ど

の
よ

う
な

こ
と

を
行

っ
て

い
ま

す
か

？

2
.1

.4
生

態
環

境
の

改
善

と
農

民
の

生
計

向
上

を
両

立
さ

せ
る

取
り

組
み

の
モ

デ
ル

を
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
対

象
地

域
以

外
に

普
及

し
て

い
く
計

画
や

体
制

は
あ

り
ま

す
か

？
あ

る
な

い
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

2
.2

.1
成

果
１

「
生

態
環

境
の

改
善

・
保

護
と

牧
畜

業
の

持
続

可
能

な
発

展
を

実
現

す
る

た
め

の
県

レ
ベ

ル
の

土
地

利
用

計
画

が
策

定
さ

れ
る

」
の

達
成

状
況

を
ど

う
思

わ
れ

ま
す

か
。

十
分

に
達

成
し

て
い

る

進
捗

が
遅

れ
て

い
る

2
.2

.2
成

果
2
「
県

レ
ベ

ル
土

地
利

用
計

画
に

基
づ

き
、

生
態

環
境

の
保

護
と

牧
畜

業
の

持
続

可
能

な
発

展
を

実
現

す
る

た
め

の
村

レ
ベ

ル
開

発
計

画
が

住
民

参
加

型
で

策
定

さ
れ

、
パ

イ
ロ

ッ
ト

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
活

動
が

具
体

化
さ

れ
る

。
」
の

達
成

状
況

を
ど

う
思

わ
れ

ま
す

か
。

十
分

に
達

成
し

て
い

る

進
捗

が
遅

れ
て

い
る

2
.2

.3
成

果
３

「
村

レ
ベ

ル
開

発
計

画
に

基
づ

き
、

パ
イ

ロ
ッ

ト
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

実
施

さ
れ

る
。

」
の

達
成

状
況

を
ど

う
思

わ
れ

ま
す

か
。

十
分

に
達

成
し

て
い

る

進
捗

が
遅

れ
て

い
る

2
.2

.4
成

果
４

「
モ

デ
ル

村
へ

の
技

術
支

援
体

制
が

強
化

さ
れ

る
。

」
の

達
成

状
況

を
ど

う
思

わ
れ

ま
す

か
。

十
分

に
達

成
し

て
い

る

進
捗

が
遅

れ
て

い
る

2
.2

.5
成

果
５

「
活

動
の

成
果

が
取

り
ま

と
め

ら
れ

、
雁

門
関

地
区

内
の

県
関

係
者

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

成
果

に
関

す
る

情
報

を
得

る
。

」
の

達
成

状
況

を
ど

う
思

わ
れ

ま
す

か
。

十
分

に
達

成
し

て
い

る

進
捗

が
遅

れ
て

い
る

大
質

問
小

質
問

1
2

3

3
.1

　
日

本
人

専
門

家
派

遣
3
.1

.1
日

本
人

専
門

家
の

分
野

や
派

遣
時

期
は

適
切

で
し

た
か

？
大

変
適

切
ほ

ぼ
適

切
問

題
あ

り

3
.2

 訪
日

研
修

3
.2

.1
訪

日
研

修
の

分
野

や
実

施
時

期
は

適
切

で
し

た
か

？
大

変
適

切
ほ

ぼ
適

切
問

題
あ

り

3
.3

 機
材

供
与

3
.3

.1
供

与
機

材
の

内
容

や
供

与
時

期
は

適
切

で
し

た
か

？
大

変
適

切
ほ

ぼ
適

切
問

題
あ

り

3
.4

 日
本

側
の

運
営

費
3
.4

.1
日

本
側

か
ら

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
運

営
費

の
支

出
の

タ
イ

ミ
ン

グ
は

適
切

で
し

た
か

？
大

変
適

切
ほ

ぼ
適

切
問

題
あ

り

理
由

：

理
由

：

3
. 
効

率
性

　
－

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
効

率
的

に
実

施
さ

れ
た

か
？

2
2
成

果
の

達
成

度

理
由

：

理
由

：

理
由

：

理
由

：

理
由

：

理
由

：

理
由

：

理
由

・
コ

メ
ン

ト

2
. 
有

効
性

　
-
　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
に

よ
り

、
期

待
さ

れ
る

効
果

が
発

現
し

た
か

？

＊
担

当
し

て
い

る
成

果
に

つ
い

て
お

答
え

く
だ

さ
い

。

2
.1

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
予

測

理
由

：

理
由

：

理
由

・
コ

メ
ン

ト

理
由

：
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3
.5

中
国

側
Ｃ

P
の

配
置

3
.5

.1
Ｃ

Ｐ
の

人
数

、
配

置
の

タ
イ

ミ
ン

グ
、

専
門

性
は

適
切

で
し

た
か

？
大

変
適

切
ほ

ぼ
適

切
問

題
あ

り

3
.6

 中
国

側
の

運
営

費
3
.6

.1
中

国
側

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
運

営
費

の
支

給
の

タ
イ

ミ
ン

グ
は

適
切

で
し

た
か

？
大

変
適

切
ほ

ぼ
適

切
問

題
あ

り

3
.7

中
国

側
の

施
設

の
整

備
3
.7

.1
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

務
所

の
施

設
環

境
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

実
施

に
と

っ
て

良
好

で
す

か
？

大
変

良
好

ほ
ぼ

良
好

問
題

あ
り

3
.8

他
ド

ナ
ー

等
と

の
連

携
3
.8

.1
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

実
施

し
て

い
く
う

え
で

、
類

似
活

動
を

行
っ

て
い

る
他

ド
ナ

ー
、

他
事

業
等

と
の

連
携

を
行

い
ま

し
た

か
？

は
い

い
い

え

大
質

問
6

1
2

3

4
.1

.1
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

３
年

以
内

に
、

雁
門

関
地

区
の

県
、

村
で

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
取

組
を

参
考

に
し

た
事

業
が

実
施

さ
れ

る
と

思
い

ま
す

か
？

は
い

い
い

え
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

4
.1

.2
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

３
年

以
内

に
、

雁
門

関
地

区
の

農
民

1
人

当
り

純
収

入
が

省
平

均
水

準
に

達
す

る
と

思
い

ま
す

か
？

は
い

い
い

え
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

4
.1

.3
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

３
年

以
内

に
、

雁
門

関
地

区
の

草
地

お
よ

び
林

地
の

面
積

が
総

面
積

の
5
0
%
に

達
す

る
と

思
い

ま
す

か
？

は
い

い
い

え
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

4
.2

 プ
ラ

ス
の

イ
ン

パ
ク

ト
4
.2

.1
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
に

よ
り

、
農

民
の

生
計

向
上

や
生

態
環

境
改

善
以

外
の

プ
ラ

ス
の

イ
ン

パ
ク

ト
は

あ
り

ま
す

か
？

は
い

い
い

え

4
.3

.1
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
に

よ
る

マ
イ

ナ
ス

の
イ

ン
パ

ク
ト

は
あ

り
ま

す
か

？
あ

る
場

合
、

そ
れ

が
起

き
た

理
由

は
何

で
し

ょ
う

か
？

は
い

い
い

え

4
.3

.2
マ

イ
ナ

ス
の

イ
ン

パ
ク

ト
が

あ
る

場
合

、
ど

の
よ

う
な

対
策

を
実

施
し

て
い

ま
す

か
？

　
ま

た
は

　
ど

の
よ

う
な

対
策

が
考

え
ら

れ
ま

す
か

？

大
質

問
小

質
問

1
2

3

5
.1

.1
生

態
環

境
の

改
善

と
農

民
の

生
計

向
上

に
関

す
る

中
国

政
府

、
山

西
省

政
府

の
主

要
な

政
策

と
し

て
、

「
雁

門
関

生
態

牧
畜

経
済

区
建

設
計

画
」
「
新

農
村

建
設

」
「
貧

困
削

減
計

画
」
以

外
の

政
策

が
あ

り
ま

す
か

？
あ

る
な

い

5
.1

.2
生

態
環

境
の

改
善

と
農

民
の

生
計

向
上

に
関

す
る

中
国

政
府

、
山

西
省

政
府

の
政

策
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
継

続
す

る
と

思
い

ま
す

か
？

は
い

い
い

え

5
.2

.1
科

技
庁

を
中

心
と

し
て

省
レ

ベ
ル

の
関

係
機

関
で

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
普

及
計

画
が

作
成

さ
れ

る
と

い
う

こ
と

で
す

が
、

あ
な

た
の

所
属

組
織

は
、

こ
の

普
及

計
画

に
基

づ
い

て
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
実

施
し

た
よ

う
な

生
態

環
境

の
改

善
と

農
民

の
生

計
向

上
に

関
す

る
活

動
を

継
続

･拡
大

し
て

い
き

ま
す

か
？

継
続

・
拡

大
す

る

条
件

が
整

え
ば

継
続

・
拡

大
す

る

継
続

は
困

難

5
.2

.2
生

態
環

境
の

改
善

と
農

民
の

生
計

向
上

に
関

す
る

活
動

を
実

施
す

る
た

め
の

関
係

機
関

と
の

協
力

関
係

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
継

続
し

ま
す

か
？

継
続

条
件

が
整

え
ば

継
続

継
続

は
困

難

5
.1

政
策

5
.2

組
織

4
.1

　
上

位
目

標
達

成
の

見
込

み

4
. 
イ

ン
パ

ク
ト

－
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
っ

て
上

位
目

標
「
雁

門
関

地
区

に
お

い
て

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

構
築

さ
れ

た
モ

デ
ル

が
普

及
し

、
生

態
環

境
が

改
善

し
、

農
民

の
生

計
が

向
上

す
る

。
」
の

達
成

が
見

込
ま

れ
る

か
？

波
及

効
果

は
あ

っ
た

か
？

5
. 
自

立
発

展
性

ー
　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
効

果
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
継

続
・
発

展
し

て
い

く
か

？

4
.3

 マ
イ

ナ
ス

の
イ

ン
パ

ク
ト

理
由

：

理
由

：

理
由

：

理
由

：

理
由

：

対
策

：

理
由

：

理
由

：

具
体

例
：

理
由

：

具
体

的
な

政
策

：

理
由

：

理
由

・
コ

メ
ン

ト

理
由

：

理
由

・
コ

メ
ン

ト

理
由

：
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5
.2

.3
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
実

施
し

た
よ

う
な

研
修

を
継

続
し

て
い

く
こ

と
が

で
き

ま
す

か
？

継
続

条
件

が
整

え
ば

継
続

継
続

は
困

難

5
.3

.1
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

開
発

し
た

マ
ニ

ュ
ア

ル
、

教
材

等
を

、
今

後
も

活
用

し
て

い
き

ま
す

か
？

は
い

い
い

え

5
.3

.2
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
実

施
し

た
よ

う
な

活
動

を
継

続
す

る
た

め
に

必
要

な
計

画
策

定
能

力
や

調
整

能
力

が
省

の
関

係
者

に
身

に
つ

い
た

と
思

い
ま

す
か

？
そ

う
思

う
そ

う
思

わ
な

い
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

5
.3

.3
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
実

施
し

た
よ

う
な

活
動

を
継

続
す

る
た

め
に

必
要

な
技

術
・

能
力

が
県

の
関

係
者

に
身

に
つ

い
た

と
思

い
ま

す
か

？
そ

う
思

う
そ

う
思

わ
な

い
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

5
.3

.4
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
実

施
し

た
よ

う
な

活
動

を
継

続
す

る
た

め
に

必
要

な
技

術
・

能
力

が
郷

や
村

の
技

術
者

や
普

及
員

に
身

に
つ

い
た

と
思

い
ま

す
か

？
そ

う
思

う
そ

う
思

わ
な

い
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

5
.3

.5
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
実

施
し

た
よ

う
な

活
動

を
継

続
す

る
た

め
に

必
要

な
技

術
・

能
力

が
モ

デ
ル

村
の

農
民

に
身

に
つ

い
た

と
思

い
ま

す
か

？
そ

う
思

う
そ

う
思

わ
な

い
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

5
.3

.6
あ

な
た

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

学
ん

だ
技

術
や

手
法

を
他

の
職

員
や

関
連

組
織

の
職

員
等

に
普

及
し

て
い

く
仕

組
み

は
あ

り
ま

す
か

？
そ

う
思

う
そ

う
思

わ
な

い
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

5
.3

.7
上

記
の

技
術

・
手

法
の

普
及

を
進

め
る

た
め

に
、

ど
の

よ
う

な
取

り
組

み
が

必
要

だ
と

思
い

ま
す

か
？

5
.3

.8
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

供
与

さ
れ

た
機

材
を

、
維

持
管

理
で

き
る

技
術

や
人

員
、

予
算

は
あ

り
ま

す
か

？
ど

の
よ

う
な

維
持

管
理

体
制

で
す

か
？

は
い

い
い

え

5
.4

.1
社

会
的

弱
者

層
（
貧

困
、

女
性

等
）
へ

の
配

慮
は

十
分

に
な

さ
れ

ま
し

た
か

？
社

会
的

弱
者

に
ど

の
よ

う
な

配
慮

を
し

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

か
？

は
い

い
い

え
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

5
.4

.2
環

境
へ

の
配

慮
は

十
分

で
し

た
か

？
環

境
保

全
の

た
め

に
ど

の
よ

う
な

配
慮

を
考

え
て

い
く
必

要
が

あ
り

ま
す

か
？

は
い

い
い

え
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

5
.5

.1
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

効
果

を
今

後
継

続
・
発

展
し

て
い

く
た

め
に

必
要

な
こ

と
は

何
で

す
か

？

5
.5

.2
効

果
の

継
続

を
阻

害
す

る
と

思
わ

れ
る

要
因

は
何

で
す

か
？

5
.4

　
社

会
・
文

化
・
環

境
面

理
由

：

理
由

：

そ
の

他
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

成
果

、
課

題
、

今
後

の
活

動
、

評
価

調
査

な
ど

に
関

す
る

ご
意

見
・
ご

要
望

な
ど

あ
り

ま
し

た
ら

、
自

由
に

お
書

き
く
だ

さ
い

。
ご

協
力

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

5
.5

　
持

続
的

効
果

の
発

現
要

因
と

阻
害

要
因

5
.3

　
技

術
的

自
立

発
展

性

理
由

：

理
由

：

維
持

管
理

体
制

：

理
由

：

理
由

：

配
慮

内
容

：

理
由

：

配
慮

内
容

：
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省
レ

ベ
ル

C
P

用
質

問
票

(協
力

機
関

）

所
属

･役
職

：
氏

名
：

大
項

目
1

2
3

A
1
.1

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

期
間

（
2
0
0
7
年

3
月

～
2
0
1
1
年

3
月

）
に

お
け

る
ご

担
当

の
活

動
は

順
調

で
し

た
か

？
は

い
い

い
え

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

A
1
2

パ
イ

ロ
ッ

ト
事

業
に

対
し

、
日

本
人

専
門

家
や

省
レ

ベ
ル

の
関

係
者

の
指

導
や

助
言

は
適

切
で

し
た

か
？

は
い

い
い

え
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

A
1
.3

活
動

の
過

程
で

生
じ

て
い

る
問

題
が

あ
り

ま
し

た
ら

記
載

し
て

下
さ

い
。

あ
る

な
い

A
2
.1

日
本

人
専

門
家

か
ら

の
技

術
移

転
の

内
容

や
教

授
法

に
満

足
さ

れ
て

い
ま

す
か

。
は

い
い

い
え

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

A
2
.2

技
術

移
転

の
効

果
を

お
書

き
く
だ

さ
い

。

A
2
.3

技
術

移
転

に
関

し
て

、
こ

れ
ま

で
問

題
が

あ
り

ま
し

た
か

? 
そ

れ
に

対
し

て
提

案
・
要

望
が

あ
り

ま
す

か
？

問
題

が
あ

っ
た

問
題

な
し

A
3
.1

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

弁
公

室
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
を

円
滑

に
管

理
し

て
い

る
と

思
い

ま
す

か
？

は
い

い
い

え
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

A
3
.2

省
レ

ベ
ル

の
関

係
機

関
と

の
情

報
共

有
や

連
絡

調
整

は
円

滑
で

す
か

？
改

善
点

や
提

案
が

あ
り

ま
し

た
ら

、
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
は

い
い

い
え

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

A
3
.3

県
レ

ベ
ル

の
関

係
機

関
と

の
情

報
共

有
や

連
絡

調
整

は
円

滑
で

す
か

？
改

善
点

や
提

案
が

あ
り

ま
し

た
ら

、
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
は

い
い

い
え

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

A
3
.4

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
運

営
に

関
す

る
会

議
の

開
催

の
時

期
や

議
題

は
適

切
で

し
た

か
？

は
い

い
い

え

A
3
.5

日
本

人
専

門
家

と
の

人
間

関
係

は
良

好
で

す
か

？
改

善
点

や
提

案
が

あ
り

ま
し

た
ら

、
ご

説
明

く
だ

さ
い

。
は

い
い

い
え

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

A
3
.6

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

運
営

管
理

体
制

に
つ

い
て

、
改

善
す

べ
き

点
が

あ
れ

ば
お

書
き

く
だ

さ
い

。

A
4
.1

省
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
運

営
に

主
体

的
に

取
り

組
ん

で
い

る
と

思
い

ま
す

か
？

は
い

い
い

え
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

A
4
.2

あ
な

た
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
活

動
に

積
極

的
に

参
加

し
て

い
ま

す
か

。
ま

た
そ

の
理

由
を

お
教

え
く
だ

さ
い

。
は

い
い

い
え

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

A
3 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

運
営

管
理

体
制

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

改
善

点
：

理
由

：

改
善

点
：

理
由

：

理
由

：

問
題

点
：

改
善

点
：

改
善

点
：

理
由

：

提
案

･要
望

：

質
問

A
実

施
プ

ロ
セ

ス
に

つ
い

て

理
由

：

A
1
活

動
実

施
状

況

理
由

・
コ

メ
ン

ト

担
当

分
野

：
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
従

事
期

間
：

A
.2

 技
術

移
転

A
4
 中

国
側

の
オ

ー
ナ

ー
シ

ッ
プ

、
認

識

理
由

：

- 139 -



評
価

5
項

目

大
質

問
小

質
問

1
2

3

1
.1

優
先

度
1
.1

.1
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

山
西

省
の

政
策

（
雁

門
関

生
態

牧
畜

経
済

区
建

設
計

画
等

）
に

合
致

し
て

い
ま

す
か

？
大

変
合

致
し

て
い

る

ほ
ぼ

合
致

し
て

い
る

問
題

あ
り

1
.2

.1
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

省
の

ニ
ー

ズ
に

合
致

し
て

い
ま

す
か

？
大

変
合

致
し

て
い

る

ほ
ぼ

合
致

し
て

い
る

問
題

あ
り

1
.2

.2
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

県
や

対
象

農
家

の
ニ

ー
ズ

に
合

致
し

て
い

ま
す

か
？

大
変

合
致

し
て

い
る

ほ
ぼ

合
致

し
て

い
る

問
題

あ
り

1
.3

.1
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
対

象
村

や
対

象
農

家
の

選
定

は
適

切
で

す
か

？
大

変
適

切
で

あ
る

ほ
ぼ

適
切

問
題

あ
り

1
.3

.2
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
用

い
た

手
法

や
技

術
は

現
地

に
適

し
て

い
ま

す
か

？
大

変
適

切
で

あ
る

ほ
ぼ

適
切

問
題

あ
り

大
質

問
小

質
問

1
2

3

2
.1

.1
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
ま

で
に

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
「
中

国
山

西
省

雁
門

関
地

区
の

モ
デ

ル
県

で
生

態
環

境
の

改
善

と
農

民
の

生
計

向
上

を
両

立
さ

せ
る

取
り

組
み

の
モ

デ
ル

が
構

築
さ

れ
、

雁
門

関
地

区
で

普
及

さ
れ

る
体

制
が

整
備

さ
れ

る
」
が

達
成

さ
れ

る
と

思
い

ま
す

か
？

そ
う

思
う

そ
う

思
わ

な
い

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

2
.1

.2
達

成
す

る
の

が
困

難
と

思
わ

れ
る

場
合

、
そ

の
理

由
は

何
で

す
か

？

2
.1

.3
生

態
環

境
の

改
善

と
農

民
の

生
計

向
上

を
両

立
さ

せ
る

モ
デ

ル
の

構
築

や
モ

デ
ル

の
普

及
体

制
の

整
備

の
た

め
に

、
ど

の
よ

う
な

こ
と

を
行

っ
て

い
ま

す
か

？

2
.1

.4
生

態
環

境
の

改
善

と
農

民
の

生
計

向
上

を
両

立
さ

せ
る

取
り

組
み

の
モ

デ
ル

を
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
対

象
地

域
以

外
に

普
及

し
て

い
く
計

画
や

体
制

は
あ

り
ま

す
か

？
あ

る
な

い
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

2
.2

.1
成

果
１

「
生

態
環

境
の

改
善

・
保

護
と

牧
畜

業
の

持
続

可
能

な
発

展
を

実
現

す
る

た
め

の
県

レ
ベ

ル
の

土
地

利
用

計
画

が
策

定
さ

れ
る

」
の

達
成

状
況

を
ど

う
思

わ
れ

ま
す

か
。

十
分

に
達

成
し

て
い

る

進
捗

が
遅

れ
て

い
る

2
.2

.2
成

果
2
「
県

レ
ベ

ル
土

地
利

用
計

画
に

基
づ

き
、

生
態

環
境

の
保

護
と

牧
畜

業
の

持
続

可
能

な
発

展
を

実
現

す
る

た
め

の
村

レ
ベ

ル
開

発
計

画
が

住
民

参
加

型
で

策
定

さ
れ

、
パ

イ
ロ

ッ
ト

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
活

動
が

具
体

化
さ

れ
る

。
」
の

達
成

状
況

を
ど

う
思

わ
れ

ま
す

か
。

十
分

に
達

成
し

て
い

る

進
捗

が
遅

れ
て

い
る

2
.2

.3
成

果
３

「
村

レ
ベ

ル
開

発
計

画
に

基
づ

き
、

パ
イ

ロ
ッ

ト
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

実
施

さ
れ

る
。

」
の

達
成

状
況

を
ど

う
思

わ
れ

ま
す

か
。

十
分

に
達

成
し

て
い

る

進
捗

が
遅

れ
て

い
る

2
.1

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
予

測1
.3

 手
段

の
適

切
性

理
由

：

理
由

・
コ

メ
ン

ト

理
由

：

理
由

：

理
由

：

理
由

：

2
. 
有

効
性

　
-
　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
に

よ
り

、
期

待
さ

れ
る

効
果

が
発

現
し

た
か

？

1
. 
妥

当
性

　
-
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

は
妥

当
で

あ
っ

た
か

？

＊
関

係
し

て
い

る
成

果
に

つ
い

て
お

答
え

く
だ

さ
い

。

理
由

：

理
由

：

理
由

・
コ

メ
ン

ト

1
.2

必
要

性

理
由

：

2
2
成

果
の

達
成

度

理
由

：

理
由

：

理
由

：
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2
.2

.4
成

果
４

「
モ

デ
ル

村
へ

の
技

術
支

援
体

制
が

強
化

さ
れ

る
。

」
の

達
成

状
況

を
ど

う
思

わ
れ

ま
す

か
。

十
分

に
達

成
し

て
い

る

進
捗

が
遅

れ
て

い
る

2
.2

.5
成

果
５

「
活

動
の

成
果

が
取

り
ま

と
め

ら
れ

、
雁

門
関

地
区

内
の

県
関

係
者

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

成
果

に
関

す
る

情
報

を
得

る
。

」
の

達
成

状
況

を
ど

う
思

わ
れ

ま
す

か
。

十
分

に
達

成
し

て
い

る

進
捗

が
遅

れ
て

い
る

大
質

問
小

質
問

1
2

3

3
.1

　
日

本
人

専
門

家
派

遣
3
.1

.1
日

本
人

専
門

家
の

分
野

や
派

遣
時

期
は

適
切

で
し

た
か

？
大

変
適

切
ほ

ぼ
適

切
問

題
あ

り

3
.2

 訪
日

研
修

3
.2

.1
【
訪

日
研

修
に

参
加

し
た

方
へ

】
　

訪
日

研
修

の
分

野
や

実
施

時
期

は
適

切
で

し
た

か
？

大
変

適
切

ほ
ぼ

適
切

問
題

あ
り

3
.3

他
ド

ナ
ー

等
と

の
連

携
3
.3

.1
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

実
施

し
て

い
く
う

え
で

、
類

似
活

動
を

行
っ

て
い

る
他

ド
ナ

ー
、

他
事

業
等

と
の

連
携

を
行

い
ま

し
た

か
？

は
い

い
い

え

大
質

問
6

1
2

3

4
.1

.1
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

３
年

以
内

に
、

雁
門

関
地

区
の

県
、

村
で

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
取

組
を

参
考

に
し

た
事

業
が

実
施

さ
れ

る
と

思
い

ま
す

か
？

は
い

い
い

え
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

4
.1

.2
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

３
年

以
内

に
、

雁
門

関
地

区
の

農
民

1
人

当
り

純
収

入
が

省
平

均
水

準
に

達
す

る
と

思
い

ま
す

か
？

は
い

い
い

え
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

4
.1

.3
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

３
年

以
内

に
、

雁
門

関
地

区
の

草
地

お
よ

び
林

地
の

面
積

が
総

面
積

の
5
0
%
に

達
す

る
と

思
い

ま
す

か
？

は
い

い
い

え
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

4
.2

 プ
ラ

ス
の

イ
ン

パ
ク

ト
4
.2

.1
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
に

よ
り

、
農

民
の

生
計

向
上

や
生

態
環

境
改

善
以

外
の

プ
ラ

ス
の

イ
ン

パ
ク

ト
は

あ
り

ま
す

か
？

は
い

い
い

え

4
.3

.1
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
に

よ
る

マ
イ

ナ
ス

の
イ

ン
パ

ク
ト

は
あ

り
ま

す
か

？
あ

る
場

合
、

そ
れ

が
起

き
た

理
由

は
何

で
し

ょ
う

か
？

は
い

い
い

え

4
.3

.2
マ

イ
ナ

ス
の

イ
ン

パ
ク

ト
が

あ
る

場
合

、
ど

の
よ

う
な

対
策

を
実

施
し

て
い

ま
す

か
？

　
ま

た
は

　
ど

の
よ

う
な

対
策

が
考

え
ら

れ
ま

す
か

？

大
質

問
小

質
問

1
2

3

5
.1

.1
生

態
環

境
の

改
善

と
農

民
の

生
計

向
上

に
関

す
る

中
国

政
府

、
山

西
省

政
府

の
主

要
な

政
策

と
し

て
、

「
雁

門
関

生
態

牧
畜

経
済

区
建

設
計

画
」
「
新

農
村

建
設

」
「
貧

困
削

減
計

画
」
以

外
の

政
策

が
あ

り
ま

す
か

？
あ

る
な

い

5
.1

.2
生

態
環

境
の

改
善

と
農

民
の

生
計

向
上

に
関

す
る

中
国

政
府

、
山

西
省

政
府

の
政

策
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
継

続
す

る
と

思
い

ま
す

か
？

は
い

い
い

え

理
由

：

具
体

例
：

理
由

・
コ

メ
ン

ト

理
由

・
コ

メ
ン

ト

理
由

：

理
由

：

理
由

：

理
由

：

具
体

的
な

政
策

：

理
由

：

4
. 
イ

ン
パ

ク
ト

－
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
っ

て
上

位
目

標
「
雁

門
関

地
区

に
お

い
て

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

構
築

さ
れ

た
モ

デ
ル

が
普

及
し

、
生

態
環

境
が

改
善

し
、

農
民

の
生

計
が

向
上

す
る

。
」
の

達
成

が
見

込
ま

れ
る

か
？

波
及

効
果

は
あ

っ
た

か
？

5
. 
自

立
発

展
性

ー
　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
効

果
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
継

続
・
発

展
し

て
い

く
か

？

4
.3

 マ
イ

ナ
ス

の
イ

ン
パ

ク
ト

理
由

：

理
由

：

3
. 
効

率
性

　
－

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
効

率
的

に
実

施
さ

れ
た

か
？

理
由

：

対
策

：

理
由

・
コ

メ
ン

ト

理
由

：

4
.1

　
上

位
目

標
達

成
の

見
込

み

5
.1

政
策
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5
.2

.1
科

技
庁

を
中

心
と

し
て

省
レ

ベ
ル

の
関

係
機

関
で

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
普

及
計

画
が

作
成

さ
れ

る
と

い
う

こ
と

で
す

が
、

あ
な

た
の

所
属

組
織

は
、

こ
の

普
及

計
画

に
基

づ
い

て
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
実

施
し

た
よ

う
な

生
態

環
境

の
改

善
と

農
民

の
生

計
向

上
に

関
す

る
活

動
を

継
続

･拡
大

し
て

い
き

ま
す

か
？

継
続

・
拡

大
す

る

条
件

が
整

え
ば

継
続

・
拡

大
す

る

継
続

は
困

難

5
.2

.2
生

態
環

境
の

改
善

と
農

民
の

生
計

向
上

に
関

す
る

活
動

を
実

施
す

る
た

め
の

関
係

機
関

と
の

協
力

関
係

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
継

続
し

ま
す

か
？

継
続

条
件

が
整

え
ば

継
続

継
続

は
困

難

5
.2

.3
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
実

施
し

た
よ

う
な

研
修

を
継

続
し

て
い

く
こ

と
が

で
き

ま
す

か
？

継
続

条
件

が
整

え
ば

継
続

継
続

は
困

難

5
.3

.1
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

開
発

し
た

マ
ニ

ュ
ア

ル
、

教
材

等
を

、
今

後
も

活
用

し
て

い
き

ま
す

か
？

は
い

い
い

え

5
.3

.2
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
実

施
し

た
よ

う
な

活
動

を
継

続
す

る
た

め
に

必
要

な
計

画
策

定
能

力
や

調
整

能
力

が
省

の
関

係
者

に
身

に
つ

い
た

と
思

い
ま

す
か

？
そ

う
思

う
そ

う
思

わ
な

い
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

5
.3

.3
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
実

施
し

た
よ

う
な

活
動

を
継

続
す

る
た

め
に

必
要

な
技

術
・

能
力

が
県

の
関

係
者

に
身

に
つ

い
た

と
思

い
ま

す
か

？
そ

う
思

う
そ

う
思

わ
な

い
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

5
.3

.4
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
実

施
し

た
よ

う
な

活
動

を
継

続
す

る
た

め
に

必
要

な
技

術
・

能
力

が
郷

や
村

の
技

術
者

や
普

及
員

に
身

に
つ

い
た

と
思

い
ま

す
か

？
そ

う
思

う
そ

う
思

わ
な

い
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

5
.3

.5
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

も
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
実

施
し

た
よ

う
な

活
動

を
継

続
す

る
た

め
に

必
要

な
技

術
・

能
力

が
モ

デ
ル

村
の

農
民

に
身

に
つ

い
た

と
思

い
ま

す
か

？
そ

う
思

う
そ

う
思

わ
な

い
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

5
.3

.6
あ

な
た

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

学
ん

だ
技

術
や

手
法

を
他

の
職

員
や

関
連

組
織

の
職

員
等

に
普

及
し

て
い

く
仕

組
み

は
あ

り
ま

す
か

？
そ

う
思

う
そ

う
思

わ
な

い
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

5
.3

.7
上

記
の

技
術

・
手

法
の

普
及

を
進

め
る

た
め

に
、

ど
の

よ
う

な
取

り
組

み
が

必
要

だ
と

思
い

ま
す

か
？

5
.3

.1
社

会
的

弱
者

層
（
貧

困
、

女
性

等
）
へ

の
配

慮
は

十
分

に
な

さ
れ

ま
し

た
か

？
社

会
的

弱
者

に
ど

の
よ

う
な

配
慮

を
し

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

か
？

は
い

い
い

え
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

5
.3

.2
環

境
へ

の
配

慮
は

十
分

で
し

た
か

？
環

境
保

全
の

た
め

に
ど

の
よ

う
な

配
慮

を
考

え
て

い
く
必

要
が

あ
り

ま
す

か
？

は
い

い
い

え
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

5
.4

.1
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

効
果

を
今

後
継

続
・
発

展
し

て
い

く
た

め
に

必
要

な
こ

と
は

何
で

す
か

？

5
.4

.2
効

果
の

継
続

を
阻

害
す

る
と

思
わ

れ
る

要
因

は
何

で
す

か
？

配
慮

内
容

：

理
由

：

配
慮

内
容

：

理
由

：

理
由

：

理
由

：

理
由

：

理
由

：

理
由

：

そ
の

他
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

成
果

、
課

題
、

今
後

の
活

動
、

評
価

調
査

な
ど

に
関

す
る

ご
意

見
・
ご

要
望

な
ど

あ
り

ま
し

た
ら

、
自

由
に

お
書

き
く
だ

さ
い

。
ご

協
力

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

5
.4

　
持

続
的

効
果

の
発

現
要

因
と

阻
害

要
因

5
.3

　
技

術
的

自
立

発
展

性

理
由

：

5
.2

組
織

5
.3

　
社

会
・
文

化
・
環

境
面

理
由

：
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専
門

家
用

質
問

票

氏
名

： 大
項

目
1

2
3

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
タ

ー
ゲ

ッ
ト

グ
ル

ー
プ

（
裨

益
者

）
は

誰
に

な
り

ま
す

か
｡（

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
枠

組
み

確
認

の
た

め
）

A
1
活

動
実

施
状

況
A

1
.1

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

期
間

に
お

け
る

ご
担

当
の

活
動

は
計

画
通

り
順

調
に

実
施

さ
れ

ま
し

た
か

？
は

い
い

い
え

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

A
2
.1

ご
自

身
の

技
術

移
転

対
象

者
は

何
人

で
す

か
？

A
2
.2

技
術

移
転

対
象

者
の

技
術

は
ど

う
変

わ
り

ま
し

た
か

？
で

き
る

だ
け

具
体

的
に

お
答

え
く
だ

さ
い

。

担
当

分
野

：

理
由

・
コ

メ
ン

ト

理
由

：

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

従
事

期
間

：

A
実

施
プ

ロ
セ

ス
に

つ
い

て

質
問

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
タ

ー
ゲ

ッ
ト

グ
ル

ー
プ

(直
接

裨
益

者
）
と

そ
の

人
数

※
：

上
位

目
標

の
タ

ー
ゲ

ッ
ト

グ
ル

ー
プ

（
間

接
裨

益
者

）
と

そ
の

人
数

※
：

※
不

明
な

場
合

は
お

お
よ

そ
の

数
字

で
結

構
で

す
。

省
レ

ベ
ル

　
　

　
　

　
人

　
　

　
　

県
レ

ベ
ル

　
　

　
　

　
　

　
人

A
2
.3

技
術

移
転

に
関

し
て

、
ど

の
よ

う
な

工
夫

を
さ

れ
ま

し
た

か
？

A
2
.4

技
術

移
転

に
関

し
て

、
こ

れ
ま

で
問

題
が

あ
り

ま
し

た
か

? 
そ

れ
に

対
し

て
ど

の
よ

う
な

対
策

を
講

じ
ま

し
た

か
？

対
策

：

A
3
.1

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

内
で

の
意

思
決

定
は

ど
の

よ
う

に
行

わ
れ

ま
し

た
か

？

A
3
.2

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

内
で

の
意

思
決

定
の

際
、

問
題

点
が

あ
れ

ば
ご

記
入

く
だ

さ
い

。

A
3
.3

ご
自

身
が

担
当

さ
れ

て
い

る
業

務
で

問
題

が
発

生
し

た
場

合
、

ど
の

よ
う

な
プ

ロ
セ

ス
で

対
処

（
解

決
）
し

て
き

ま
し

た
か

？

A
4
.1

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

運
営

に
関

し
、

日
中

国
合

同
で

の
定

期
的

な
会

議
(合

同
調

整
委

員
会

等
）
の

頻
度

と
会

議
で

の
協

議
事

項
を

ご
説

明
く
だ

さ
い

。

A
4
.2

指
導

調
整

グ
ル

ー
プ

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

を
設

置
す

る
と

い
う

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
運

営
管

理
体

制
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
推

進
の

た
め

に
効

果
的

・
効

率
的

で
し

た
か

？
は

い
い

い
え

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

A
4
.3

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

運
営

管
理

体
制

に
つ

い
て

、
改

善
す

べ
き

点
が

あ
れ

ば
お

書
き

く
だ

さ
い

？

A
3
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

意
思

決
定

の
あ

り
方

問
題

：

頻
度

：

理
由

:

協
議

事
項

：

A
4
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
運

営
管

理
体

制

A
.2

 技
術

移
転
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大
項

目
1

2
3

理
由

・
コ

メ
ン

ト
質

問

A
5
.1

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

全
体

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
は

ど
れ

く
ら

い
の

頻
度

で
、

誰
が

、
ど

の
よ

う
に

行
っ

て
い

ま
す

か
？

ど
の

よ
う

に
：

A
5
.2

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

シ
ス

テ
ム

は
適

切
だ

と
思

い
ま

す
か

？
は

い
い

い
え

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

A
5
.3

パ
イ

ロ
ッ

ト
事

業
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

は
、

ど
れ

く
ら

い
の

頻
度

で
、

誰
が

、
ど

の
よ

う
に

行
っ

て
い

ま
す

か
？

ど
の

よ
う

に
：

A
5
.4

パ
イ

ロ
ッ

ト
事

業
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
シ

ス
テ

ム
は

適
切

だ
と

思
い

ま
す

か
？

は
い

い
い

え
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

A
5
.5

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

結
果

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

、
計

画
の

見
直

し
は

ど
の

よ
う

に
行

っ
て

い
ま

す
か

？

A
6
.1

省
科

技
庁

C
/
P

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

良
好

で
す

か
？

頻
度

、
内

容
は

ど
う

で
す

か
？

は
い

い
い

え
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

A
6
.2

科
技

庁
以

外
の

省
C

/
P

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

良
好

で
す

か
？

頻
度

、
内

容
は

ど
う

で
す

か
？

は
い

い
い

え
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

A
6
.3

県
レ

ベ
ル

の
C

/
P

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

良
好

で
す

か
？

頻
度

、
内

容
は

ど
う

で
す

か
？

は
い

い
い

え
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

誰
が

：

A
5
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

誰
が

：

頻
度

：

頻
度

：

理
由

：

理
由

：

頻
度

：
内

容
：

頻
度

：
内

容
：

頻
度

：
内

容
A

6
.3

県
レ

ル
の

C
/
P

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
シ

ョ
ン

は
良

好
で

す
か

？
頻

度
、

内
容

は
ど

う
で

す
か

？
は

い
い

い
え

い
え

な
い

A
6
.4

郷
レ

ベ
ル

の
技

術
者

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

あ
り

ま
す

か
？

頻
度

、
内

容
は

ど
う

で
す

か
？

は
い

い
い

え
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

A
6
.5

村
レ

ベ
ル

の
技

術
者

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

あ
り

ま
す

か
？

頻
度

、
内

容
は

ど
う

で
す

か
？

は
い

い
い

え
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

A
6
.6

モ
デ

ル
農

家
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
あ

り
ま

す
か

？
頻

度
、

内
容

は
ど

う
で

す
か

？
は

い
い

い
え

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

A
6
.7

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
改

善
点

が
あ

れ
ば

ご
記

入
く
だ

さ
い

。

A
7
 日

本
側

関
係

機
関

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

あ
り

方
A

7
.1

J
IC

A
中

国
事

務
所

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

良
好

で
す

か
？

改
善

点
が

あ
り

ま
し

た
ら

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
は

い
い

い
え

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

A
8
.1

省
の

指
導

調
整

グ
ル

ー
プ

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
運

営
に

意
欲

的
に

参
加

し
て

い
ま

す
か

？
は

い
い

い
え

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

A
8
.2

省
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

弁
公

室
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

運
営

に
意

欲
的

に
参

加
し

て
い

ま
す

か
？

は
い

い
い

え
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

A
8
.3

県
の

指
導

調
整

グ
ル

ー
プ

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
運

営
に

意
欲

的
に

参
加

し
て

い
ま

す
か

？
は

い
い

い
え

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

A
8
.4

県
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

弁
公

室
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

運
営

に
意

欲
的

に
参

加
し

て
い

ま
す

か
？

は
い

い
い

え
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

説
明

：

A
6
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
内

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
あ

り
方

頻
度

：
内

容
：

A
8
.中

国
側

の
オ

ー
ナ

ー
シ

ッ
プ

、
認

識

説
明

：

頻
度

：
内

容
：

説
明

：

説
明

：

内
容

：

頻
度

：
内

容
：

改
善

点
：
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大
項

目
1

2
3

理
由

・
コ

メ
ン

ト
質

問

A
8
.5

モ
デ

ル
農

家
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
意

欲
的

に
参

加
し

て
い

ま
す

か
？

は
い

い
い

え
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

A
8
.6

省
及

び
県

の
予

算
・
人

員
・
機

材
等

の
手

当
て

は
適

切
だ

と
思

い
ま

す
か

？
は

い
い

い
え

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

評
価

5
項

目

大
項

目
1

2
3

1
.1

必
要

性
1
.1

.1
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
・
上

位
目

標
は

、
中

国
お

よ
び

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

機
関

で
あ

る
省

お
よ

び
県

の
C

P
や

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
の

ニ
ー

ズ
に

合
致

し
て

い
る

と
思

い
ま

す
か

？
合

致
し

て
い

る
合

致
し

て
い

な
い

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

1
.2

.1
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
協

力
内

容
は

、
山

西
省

の
環

境
及

び
貧

困
対

策
の

課
題

に
対

す
る

対
策

と
し

て
、

適
切

だ
と

思
い

ま
す

か
？

適
切

不
適

切
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

1
.2

.2
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
手

法
や

技
術

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
達

成
や

現
地

の
課

題
解

決
に

と
っ

て
適

切
だ

と
思

い
ま

す
か

？
適

切
不

適
切

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

説
明

：

理
由

：

理
由

・
コ

メ
ン

ト

理
由

：

理
由

：

1
. 
妥

当
性

　
（
R

E
L
E
V

A
N

C
E
）
-
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

は
妥

当
で

あ
っ

た
か

？

1
.2

 手
段

の
適

切
性

説
明

：

質
問

か
？

い
え

な
い

1
.2

.3
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
タ

ー
ゲ

ッ
ト

グ
ル

ー
プ

の
選

定
は

適
正

で
し

た
た

か
？

ー
対

象
村

、
規

模
、

モ
デ

ル
農

家
、

男
女

比
適

切
不

適
切

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

1
.3

 そ
の

他
1
.3

.1
中

間
レ

ビ
ュ

ー
以

降
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
取

り
巻

く
環

境
（
政

治
、

経
済

、
社

会
）
の

変
化

に
つ

い
て

気
が

つ
い

た
こ

と
が

あ
り

ま
し

た
ら

、
記

載
し

て
く
だ

さ
い

大
項

目
1

2
3

2
.1

.1
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
ま

で
に

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
「
中

国
山

西
省

雁
門

関
地

区
の

モ
デ

ル
県

で
生

態
環

境
の

改
善

と
農

民
の

生
計

向
上

を
両

立
さ

せ
る

取
り

組
み

の
モ

デ
ル

が
構

築
さ

れ
、

雁
門

関
地

区
で

普
及

さ
れ

る
体

制
が

整
備

さ
れ

る
」
が

達
成

さ
れ

る
と

思
い

ま
す

か
？

達
成

さ
れ

る
達

成
は

困
難

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

2
.1

.2

2
.1

.3
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

目
指

し
て

い
る

「
モ

デ
ル

の
構

築
及

び
そ

の
普

及
体

制
の

整
備

」
を

促
進

す
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

以
外

の
要

因
が

あ
れ

ば
記

載
く
だ

さ
い

。

理
由

：

2
.1

 プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
予

測

理
由

：

質
問

2
. 
有

効
性

　
（
E
F
F
E
C

T
IV

E
N

E
S

S
）
　

-
　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
に

よ
り

、
期

待
さ

れ
る

効
果

が
発

現
し

た
か

？

理
由

・
コ

メ
ン

ト

モ
デ

ル
:

普
及

体
制

：

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

に
あ

る
「
モ

デ
ル

」
と

「
普

及
体

制
」
の

具
体

的
内

容
を

お
教

え
く
だ

さ
い

？
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大
項

目
1

2
3

理
由

・
コ

メ
ン

ト
質

問

2
.1

.4
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

目
指

し
て

い
る

「
モ

デ
ル

の
構

築
及

び
そ

の
普

及
体

制
の

整
備

」
の

達
成

を
阻

害
し

て
い

る
こ

と
／

も
の

が
あ

れ
ば

記
載

く
だ

さ
い

。

2
.2

. 
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
の

達
成

度
2
.2

.1
担

当
さ

れ
て

い
る

分
野

に
お

け
る

「
成

果
（
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
）
」
に

つ
い

て
、

特
筆

す
べ

き
事

項
（
成

果
の

促
進

要
因

、
阻

害
要

因
、

特
記

す
べ

き
成

果
等

）
が

あ
れ

ば
ご

記
入

く
だ

さ
い

。

大
項

目
1

2
3

3
.1

.1
ご

自
身

の
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

お
け

る
専

門
家

と
し

て
の

派
遣

期
間

・
タ

イ
ミ

ン
グ

・
専

門
分

野
・
担

当
分

野
は

適
切

で
し

た
か

？
大

変
適

切
お

お
む

ね
適

切
適

切
で

な
い

3
.1

.2
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
全

体
と

し
て

、
日

本
側

専
門

家
の

人
数

・
専

門
分

野
・
担

当
分

野
・
派

遣
期

間
･タ

イ
ミ

ン
グ

は
適

切
で

し
た

か
？

大
変

適
切

お
お

む
ね

適
切

適
切

で
な

い

3
1

3
専

門
家

派
遣

に
つ

い
て

工
夫

や
改

善
す

べ
き

点
が

あ
れ

ば
ご

記
入

く
だ

さ
い

3
. 
効

率
性

（
E
F
F
IC

IE
N

C
Y
）
　

－
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

効
率

的
に

実
施

さ
れ

た
か

？

理
由

・
コ

メ
ン

ト

3
.1

　
専

門
家

の
派

遣

理
由

:

理
由

:

質
問

3
.1

,3
専

門
家

派
遣

に
つ

い
て

、
工

夫
や

改
善

す
べ

き
点

が
あ

れ
ば

ご
記

入
く
だ

さ
い

。

3
.2

.1
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
研

修
の

参
加

者
の

人
選

・
人

数
・
研

修
分

野
・
研

修
コ

ー
ス

の
内

容
や

レ
ベ

ル
・
期

間
・
タ

イ
ミ

ン
グ

は
適

切
で

し
た

か
？

大
変

適
切

お
お

む
ね

適
切

適
切

で
な

い

3
.2

.2
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
研

修
に

参
加

し
た

研
修

員
は

、
中

国
に

帰
国

後
、

研
修

で
習

得
し

た
知

識
や

技
術

を
職

場
で

活
用

し
て

い
ま

す
か

？
事

例
な

ど
あ

り
ま

し
た

ら
記

載
し

て
く
だ

さ
い

。
大

変
活

用
し

て
い

る
一

部
活

用
し

て
い

る
活

用
し

て
い

な
い

3
.2

.3
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
研

修
に

関
し

、
よ

か
っ

た
点

、
改

善
す

べ
き

点
が

あ
れ

ば
ご

記
入

く
だ

さ
い

。

3
.3

.1
機

材
の

選
定

（
種

類
や

仕
様

、
台

数
、

価
格

）
、

供
与

の
タ

イ
ミ

ン
グ

は
適

切
で

し
た

か
？

　
適

切
で

は
な

か
っ

た
場

合
、

ど
の

よ
う

に
対

処
し

ま
し

た
か

？
大

変
適

切
お

お
む

ね
適

切
適

切
で

な
い

3
.3

.2
供

与
さ

れ
た

機
材

は
活

用
さ

れ
て

い
ま

す
か

？
は

い
い

い
え

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い

3
.4

 運
営

費
（
日

本
側

）
3
.4

.1
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
運

営
費

（
日

本
側

）
の

支
出

内
容

や
支

出
時

期
は

適
切

で
し

た
か

？
大

変
適

切
お

お
む

ね
適

切
適

切
で

な
い

3
.5

 運
営

費
（
中

国
側

）
3
.5

.1
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
運

営
費

（
中

国
側

）
の

支
出

内
容

や
支

出
時

期
は

適
切

で
し

た
か

？
大

変
適

切
お

お
む

ね
適

切
適

切
で

な
い

3
.6

.1
Ｃ

Ｐ
の

人
選

・
配

置
(人

数
、

専
門

分
野

、
立

場
、

役
割

等
）
は

適
切

で
し

た
か

？
大

変
適

切
お

お
む

ね
適

切
適

切
で

な
い

3
.6

.2
C

P
の

異
動

・
交

代
に

よ
っ

て
、

問
題

が
生

じ
た

こ
と

が
あ

り
ま

す
か

？
問

題
が

あ
っ

た
場

合
、

ど
の

よ
う

な
問

題
で

、
ど

の
よ

う
に

対
応

さ
れ

ま
し

た
か

？
は

い
い

い
え

3
.7

　
中

国
側

の
施

設
・

機
材

の
配

備
3
.7

.1
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

務
所

の
施

設
環

境
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

実
施

に
と

っ
て

良
好

で
す

か
？

良
好

良
好

で
な

い

理
由

:

理
由

:

理
由

:

3
.2

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

研
修

理
由

:

活
用

事
例

:

理
由

：

3
.6

　
中

国
側

Ｃ
P

の
配

置
問

題
:

対
応

：

理
由

：

3
.3

 機
材

供
与

対
処

方
法

:
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大
項

目
1

2
3

理
由

・
コ

メ
ン

ト
質

問

3
.8

　
活

動
と

成
果

3
.8

.1
ご

自
身

が
担

当
さ

れ
た

分
野

／
成

果
（
成

果
１

～
５

）
に

お
い

て
、

計
画

･実
施

さ
れ

た
活

動
は

成
果

を
産

出
す

る
の

に
十

分
で

し
た

か
？

不
十

分
な

場
合

、
何

か
対

策
を

講
じ

ら
れ

ま
し

た
か

？
十

分
ほ

ぼ
十

分
不

十
分

大
項

目

4
.1

.1
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

構
築

し
た

モ
デ

ル
を

雁
門

関
地

区
に

普
及

さ
せ

て
い

く
た

め
に

は
、

ど
の

よ
う

な
取

り
組

み
が

必
要

で
し

ょ
う

か
。

そ
れ

は
行

わ
れ

て
い

ま
す

か
。

あ
る

い
は

行
わ

れ
う

計
画

が
あ

り
ま

す
か

？

4
.1

.2
雁

門
関

地
区

の
農

民
の

収
入

向
上

の
度

合
い

は
省

平
均

の
農

民
の

収
入

向
上

の
度

合
い

を
ど

の
程

度
上

回
っ

て
い

ま
す

か
？

4
.2

 波
及

効
果

（
正

の
の

イ
ン

パ
ク

ト
）

4
.2

.1
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
に

よ
る

プ
ラ

ス
の

イ
ン

パ
ク

ト
（
タ

ー
ゲ

ッ
ト

グ
ル

ー
プ

以
外

へ
の

波
及

等
）
が

あ
れ

ば
具

体
的

に
記

載
く
だ

さ
い

。

4
.3

.1
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
に

よ
る

マ
イ

ナ
ス

の
イ

ン
パ

ク
ト

が
あ

れ
ば

記
載

く
だ

さ
い

。

4
.3

.2
上

記
、

マ
イ

ナ
ス

の
イ

ン
パ

ク
ト

を
軽

減
す

る
対

策
と

し
て

ど
ん

な
こ

と
を

実
施

し
て

い
ま

す
か

？
　

ま
た

は
　

ど
ん

な
こ

と
が

考
え

ら
れ

ま
す

か
？

質
問

4
.1

上
位

目
標

達
成

の
見

込
み

4
. 
イ

ン
パ

ク
ト

　
（
IM

P
A

C
T
）
　

－
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
っ

て
上

位
目

標
達

成
が

見
込

ま
れ

る
か

？
波

及
効

果
は

あ
っ

た
か

？

コ
メ

ン
ト

4
.3

 負
の

イ
ン

パ
ク

ト

対
策

：

考
す

大
項

目
1

2
3

5
.1

 政
策

、
組

織
5
.1

.1
省

お
よ

び
県

の
関

係
機

関
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

後
も

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
実

施
し

た
よ

う
な

活
動

を
実

施
し

て
い

く
た

め
の

体
制

・
人

事
・
予

算
・
施

設
機

材
等

は
あ

る
と

思
い

ま
す

か
？

大
変

そ
う

思
う

お
お

む
ね

そ
う

思
う

そ
う

思
わ

な
い

5
.2

.1
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

開
発

し
た

マ
ニ

ュ
ア

ル
、

教
材

等
は

、
今

後
も

継
続

し
て

活
用

さ
れ

て
い

く
と

思
い

ま
す

か
？

大
変

そ
う

思
う

お
お

む
ね

そ
う

思
う

そ
う

思
わ

な
い

5
.2

.2
ご

担
当

の
技

術
指

導
分

野
に

関
し

、
省

･県
の

関
係

者
の

事
業

計
画

･管
理

能
力

や
技

術
力

は
今

後
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

実
施

し
た

よ
う

な
活

動
を

独
自

に
実

施
し

て
い

く
た

め
に

十
分

で
す

か
？

大
変

そ
う

思
う

お
お

む
ね

そ
う

思
う

そ
う

思
わ

な
い

5
.2

.3
ご

担
当

の
技

術
指

導
分

野
に

関
し

、
研

修
を

受
け

た
省

と
県

の
ス

タ
ッ

フ
が

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

学
ん

だ
技

術
や

手
法

を
他

の
職

員
や

関
連

組
織

の
職

員
等

に
普

及
し

て
い

く
仕

組
み

は
あ

り
ま

す
か

？
あ

る
な

い
今

後
構

築
さ

れ
る

5
.2

.4
パ

イ
ロ

ッ
ト

事
業

を
通

じ
て

、
対

象
農

民
が

必
要

な
技

術
や

経
営

能
力

を
身

に
つ

け
た

で
し

ょ
う

か
？

大
変

そ
う

思
う

お
お

む
ね

そ
う

思
う

そ
う

思
わ

な
い

5
.2

.5
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

供
与

さ
れ

た
機

材
を

、
中

国
側

が
独

自
に

維
持

管
理

で
き

る
予

算
や

体
制

は
あ

り
ま

す
か

？
あ

る
な

い
今

後
構

築
さ

れ
る

5
.3

.1
社

会
的

弱
者

層
（
貧

困
、

女
性

、
高

齢
者

等
）
へ

の
配

慮
は

十
分

に
な

さ
れ

ま
し

た
か

？
持

続
的

効
果

を
向

上
す

る
た

め
に

、
具

体
的

に
ど

の
よ

う
な

配
慮

を
今

後
考

え
て

い
く
必

要
が

あ
り

ま
す

か
？

大
変

そ
う

思
う

お
お

む
ね

そ
う

思
う

そ
う

思
わ

な
い

5
.3

.2
環

境
へ

の
配

慮
は

十
分

で
し

た
か

？
持

続
的

効
果

を
向

上
す

る
た

め
に

、
具

体
的

に
ど

の
よ

う
な

配
慮

を
今

後
考

え
て

い
く
必

要
が

あ
り

ま
す

か
？

大
変

そ
う

思
う

お
お

む
ね

そ
う

思
う

そ
う

思
わ

な
い

理
由

：

具
体

的
な

管
理

体
制

：

理
由

：

理
由

・
配

慮
事

項

理
由

：

質
問

理
由

・
コ

メ
ン

ト

理
由

・
配

慮
事

項

5
. 
自

立
発

展
性

（
S

U
S

T
A

IN
A

B
IL

IT
Y
）
ー

　
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

効
果

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

後
も

継
続

・
発

展
し

て
い

く
か

？

5
.3

　
社

会
・
文

化
・
環

境
面

理
由

：

5
.2

　
技

術
的

自
立

発
展

性
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大
項

目
1

2
3

理
由

・
コ

メ
ン

ト
質

問

5
.4

.1
上

記
以

外
に

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

効
果

を
今

後
継

続
し

て
い

く
た

め
に

必
要

な
こ

と
は

何
で

す
か

？

5
.4

.2
上

記
以

外
に

、
効

果
の

継
続

を
阻

害
す

る
と

思
わ

れ
る

要
因

は
あ

り
ま

す
か

。
そ

れ
は

何
で

す
か

？

そ
の

他
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

関
す

る
こ

と
、

ま
た

終
了

時
評

価
調

査
に

関
す

る
こ

と
な

ど
、

ご
意

見
・
コ

メ
ン

ト
な

ど
あ

り
ま

し
た

ら
、

ご
自

由
に

お
書

き
く
だ

さ
い

。
ご

協
力

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

5
.4

　
持

続
的

効
果

の
発

現
要

因
と

阻
害

要
因
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付属資料９． 面談・現地調査結果 

 

実施日：2010 年 11 月 9 日 16：00－17：00 

訪問先：山西省科学技術庁  出席者：別表のとおり 

訪問者：一宮 

 

・評価方針説明資料に基づいて、評価方針を一宮団員より説明。 

牛処長：評価方針、了解した。 

 

・ 自立発展性発言の期間設定について 

大森専門家：自立発展性を重視するとのことだが、どのくらいの時期を考えているのか。 

一宮回答：通常、PDM の上位目標の期間設定に基づくが、本プロジェクト PDM では上位目標の期

間が明記されていないため、JICA 事務所と協議して、他のプロジェクトと同様にプロ

ジェクト終了後 3年間とした。 

中国側・専門家側とも了解。 

 

・ 自立発展性の解釈 

張・中方評価団員：評価方針は国際基準に従っていて良い。しかし、自立発展性の考え方に日中

で違いがあるようだ。自立発展性には内的要因と外的要因がある。プロジェクトの成

果はある程度、社会の発展に応じて、効果が出るものである。従って、プロジェクト

の自立発展性も山西省の状況にあわせて理解すべきである。 

一 宮 ：了解した。 

 

・調査方法 

孫・中方評価団員：質問表は誰が作ったのか。また実際に現地にいかないと状況はわからないの

ではないか。 

一 宮 ：質問は、評価分析担当として当方が作成し、JICA の確認後にお送りした。評価調査

では婁煩県、右玉県にも現地調査に行き、モデル農家インタビュー等を行う予定で

ある。 

 

牛 処長：本プロジェクトは事前調査から人材、経費など多くを投入した案件である。また関連

機関も注目しているプロジェクトである。終了時にあたり、目標を達成しているか、

成果を波及できるか、活用できるか、確認いただきたい。 

 

別表 科学技術庁面談 参加者リスト 

 氏 名 所属先 職 位 

1 牛 青山 山西省科学技術庁国際合作処 処長 

2 張 元功 山西省科学技術庁 調研員（中方評価団員）

- 149 -



3 張 雨 山西省科学技術庁国際合作処 副研究員 

4 孫 振 山西省農業科学研究院科学研究処 処長（中方評価団員） 

5 劉 建寧 山西省農業科学研究院牧畜獣医研究所 研究室主任 

6 李 鵬 山西省雁門関牧畜経済区建設計画弁公室  

7 張 純 山西省情報研究所  

8 趙 維平 山西省科学技術情報研究所  

9 奥 小平 JICA プロジェクト事務所  

10 郭 潇潇 JICA プロジェクト事務所  

11 白 光潔 JICA プロジェクト事務所  

12 黄 革新 JICA プロジェクト事務所  

13 神谷 康雄 プロジェクト専門家（畜産振興）  

14 上原 有恒 プロジェクト専門家（草地管理/市場調査） 

15 奥田 幸夫 プロジェクト専門家（参加型開発）  

16 大森 圭祐 プロジェクト専門家（水利用計画）  

17 山田 雅一 プロジェクト専門家（土壌保全）  

 

 

実施日：2010 年 11 月 10 日 14：30－16：30 

場所：山西省婁煩県羊圏庄村 

インタビュー相手：山西省婁煩県羊圏庄村モデル農家段存志氏他１７名（詳細は別表のとおり） 

インタビュー実施者：一宮、張、孫 

オブザーバー：プロジェクト日本人専門家４名、県 C/P７名 

 

１．プロジェクト活動について 

・ プロジェクトからは家畜飼育、アルファルファ栽培技術、水利施設の維持・管理を習った。 

・ 家畜については治療や病気の予防対策の指導を受けた。 

・ 以前は飲料水の確保が大変だったが、プロジェクトのおかげで今では飲料水が確保できてい

る。 

・ プロジェクト活動にはとても積極的に参加した。特に、羊の飼育とアルファルファの栽培に

は興味を持った。 

・ アルファルファを栽培しているが、これにより環境回復もできている。 

・ モデル農家の数は少ない。（130 世帯中 20 世帯） 

・ プロジェクト活動が行われる時期は、農作業の障害にはなっていない。活動は適切なタイミ

ングで行われた。 
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２．成果について 

・ 羊の飼育により収入はとても増えた。今年は 7,000～8,000 元の収入があり、そのうち 3,000

元が羊によるもの。 

・ 羊飼育数の最多は丁氏で 1 頭から 27 頭までに増えた。そのうち 10 頭を売って、5600 元の収

入があった。 

・ 平均は 14～15 頭である。[羊の供与時期が 2008 年と 2009 年の 2 回ある。孫団員によれば 14

～15 頭という数字は、0頭から始めてこの数値に至ったことを考えると、よい数字である] 

・ 今後は羊の飼育数やアルファルファの栽培を拡大していきたい。アルファルファは降雨量が

あれば 2番草が取れる。 

・ 村のなかでモデル農家に倣って畜舎を建設した世帯は 11 戸ある。 

・ サイレージ用のビニールシートは、初年度はプロジェクトが購入したものの、昨年度（2009

年度）はモデル農家自身が購入した。 

・ 羊飼育では、きめ細かく世話をすること、餌をきれいにしてから与えること、畜舎をきれい

にしておくことを注意している。いずれもプロジェクトで学んだ。 

 

３．プロジェクトの手法や技術 

・ 参加型手法はとてもよかった。自分たちも参加できるので。 

・ 婁煩県の他の村でも使えると思う。 

 

４．インパクト 

・ 収入が増えたことにより生活の他の面でも改善があった。テレビを買えたし、住宅環境も良

くすることができた。 

・ 羊の糞を肥料にしたので野菜の生産性が向上し、野菜を売って得る収入も増えた。 

・ プロジェクト前には村に小さな学校があり、７～８人の生徒がいた。県の学校に通学したい

が経済的事情で通学できず、村の学校に通っていた。プロジェクト開始後、世帯収入が上が

ったので、生徒全員が県の学校に通えるようになった。 

 

５．要望 

・ 羊の発育がよくなるトウモロコシを飼料として与えたいが、硬くて与えられない。そのため

裁断機がほしい。 

・ 雄の羊をあと 3頭ほしい[県 C/P へのインタビュー時、孫・中国側団員より村のなかで雄を繁

殖できるシステム作りが必要というコメントあり] 

・ 家畜の飼育技術を知りたい。[神谷専門家よりプロジェクト成果をとりまとめた資料を後日、

配布予定であることを案内] 

 

別表 婁煩県羊圏庄村 インタビューリスト 

 氏 名 所属先 職 位 

1 段 存志 山西省婁煩県羊圏庄村 モデル農家 

2 趙 海綱 山西省婁煩県羊圏庄村 モデル農家 

3 張 海義 山西省婁煩県羊圏庄村 モデル農家 

4 趙 文有 山西省婁煩県羊圏庄村 モデル農家 
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5 張 徳奎 山西省婁煩県羊圏庄村 モデル農家 

6 張 栓秀 山西省婁煩県羊圏庄村 モデル農家 

7 趙 秀存 山西省婁煩県羊圏庄村 モデル農家 

8 趙 存奎 山西省婁煩県羊圏庄村 モデル農家 

9 張 晋生 山西省婁煩県羊圏庄村 モデル農家 

10 趙 保付 山西省婁煩県羊圏庄村 モデル農家 

11 趙 巨慶 山西省婁煩県羊圏庄村 モデル農家 

12 趙 巨茂 山西省婁煩県羊圏庄村 モデル農家 

13 趙 世存 山西省婁煩県羊圏庄村 モデル農家 

14 趙 東生 山西省婁煩県羊圏庄村 モデル農家 

15 趙 克重 山西省婁煩県羊圏庄村 モデル農家 

16 張 付存 山西省婁煩県羊圏庄村 モデル農家 

17 趙 秀清 山西省婁煩県羊圏庄村 モデル農家 

18 趙 俊生 山西省婁煩県羊圏庄村 モデル農家 

 

 

実施日：2010 年 11 月 10 日 17：20－19：10 

場所：婁煩県鴻業大酒店 

インタビュー相手：山西省婁煩県プロジェクト弁公室室長段栓貴氏（山西省婁煩県科技局局長）

他６名（詳細は別表のとおり） 

インタビュー実施者：一宮、張、孫 

 

１．プロジェクト活動について 

・ 参加型管理担当： 

参加型手法は本プロジェクト開始前までは関わったことがなく、慣れていなかった。日本

人専門家からは要領よく教えてもらい、また教材ももらった。自分自身でもインターネット

で参加型手法について情報収集して知識を増やした。 

   プロジェクト活動を通じて農民や参加者の当事者意識の向上が見られた。全員の意識が向

上したわけではないが、農民の意識が変化してきている。 

・ 水利用分野担当： 

   農民の変化はあった。プロジェクト前は飲用水の確保が困難であるにもかかわらず、村全

体で水道料を支払っていたため水を使い放題で節水意識が薄かった。また水利施設の維持管

理ができていなかった。プロジェクト活動を通じて水管理制度を作った結果、節水するよう

になった。 

   現在は、世帯人数と使用日に基づいて水道料を決めているが、使用量に基づいて水道代徴

収となるのが理想である。メーターがないので今のところできていない。 

・ 畜産分野担当： 

対象村では若い人たちが出稼ぎに行き、老人が残っているが、老人たちは生計を立ててい

く能力を身につけていない。プロジェクト活動で家畜を配布して、彼らの収入向上に寄与で
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きた。 

・ 農業開発担当： 

 参加型手法は終始農民と全てを決めていく。たとえば羊の種類、頭数、飼料。これまでに

なかった手法であり、いろいろと農民と一緒に計画した。経済木の植栽については、大きく

なるのに時間がかかるため、プロジェクト期間中に成長できる木を選択した。植栽は表土を

多い生態回復につながっていくので、プロジェクト後も県としては経済木の植栽は続けてい

きたい。 

・ 土壌担当： 

 参加型手法による農民の意識の変化はあった。家畜を飼育する場合、これまで集団方式で

トップダウン。農民は実行するだけ。「任務」としてその場しのぎの対応であった。参加型手

法にしてはじめて、皆が牛を飼うか、羊を飼うか、あるいは別の家畜にするか。作物なら何

をつくるか。全員参加で皆の意思で決めた。 

 そのためプロジェクト活動は、農民自身のニーズに基づき、地域に即した、そして農民の

能力に即した、実行可能な内容になった。 

 参加型手法のメリットは、農民たちが積極的になること、自分たちの能力の範囲内で実行

しやすいこと、農民たちの自己責任意識が高まること、である。 

 農民たちは工夫して困難を乗り越えた。問題あっても積極的に自分たち〔県 C/P〕に問い合

わせるなどした。 

 プロジェクト活動は最初、活動計画づくりから始め、実施過程では農民からのフィードバ

ック・意見・コメントに基づいて、協議した。協議は難しく、1日かかってもだめなら、2日

かけた。しかし一旦、決まれば、あとはスムーズに実行できた。 

 

２．貧困層への配慮－モデル農家選択基準（主に婁煩県プロジェクト弁公室室長段氏） 

・モデル農家を選ぶ際、多くの希望者があったので、選択基準を設けた。 

 －貧困度の高い農家 

 －羊を飼育する意欲・意思のある人 

 －飼料栽培・採取などの肉体労働ができる人 

 －飼料栽培することができる土地がある人 

・上記は厳しい基準であり、これらすべてをクリアする人しかモデル農家になっていない。 

・モデル農家の数は、少ないと思う。 

 

３．プロジェクト目標達成状況について（主に婁煩県プロジェクト弁公室室長段氏） 

・自分たちは、このプロジェクトは総じて成功したと思っている。あとはその成果をどうやって

つなげていくか、である。 

・プロジェクトは日中双方のリソースを最大限に活用し、また日本人専門家か熱心に技術的指導

をしてくれた。プロジェクトにより、経済木、多年草、薬草などの植え付けは表土を覆い、生

態回復が進められている。また家畜の舎飼いにより収入も向上している。 

・投入が少ないため、モデル農家の数は少ない。 

・他の県へのプロジェクト成果の導入・普及できる。特に参加型手法はとてもよいだろう。 

・ただし、活動を開始するための初期投資費用が必要になる。この費用は行政が出すのが適切だ
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ろう。 

・貧困削減のための参加型手法は、現在、いろいろな計画で実施されている。いすれもトップダ

ウンで「参加型」にせよといわれるだけなので、成功していない。 

・本プロジェクトでは参加型手法で成功している数少ない例であろう。 

 

４．成果達成状況と今後の普及体制について（主に婁煩県プロジェクト弁公室室長段氏） 

・成果４（指導体制の強化）の達成状況を懸念している。プロジェクト終了後、現在のプロジェ

クト弁公室が解体され、C/P はそれぞれの職場に戻る。どうやって、技術指導を継続していく

のか。室長の私も、各人も、それぞれの職場でできることはするが、プロジェクト弁公室とし

て活動することに比べるとできることが限られる。 

・自分たちは、このプロジェクトは総じて成功したと思っている。あとはその成果をどうやって

つなげていくか、である。 

・ひとつの方法としては、私見であるが、省の指導調整グループや省プロジェクト弁公室から県

科技局がプロジェクト成果の普及の中心となるよう文書をもらえれば、やっていける。省プロ

ジェクト弁公室が解体されるなら省の国際合作処から、県科技局にプロジェクトの成果を普及

させる責任を与えてほしい。 

・県科技局の現局長として、県プロジェクト弁公室が解体されてもできる限りのことはする。し

かし新しい局長になれば、このプロジェクトのことをよく知らず、プロジェクト成果がとぎれ

てしまう可能性もある。なので、県科技局宛に、プロジェクト成果の普及の責務を与えてほし

い。少なくともあと 3 年、組織があれば、成果を普及できる。3 年というのは適当な時間だと

思う。あまり長いと非現実的になるので。 

・その際は、国際合作処の予算から、活動資金として年 3～5万元もらえればありがたい。もちろ

ん資金が潤沢であれば多くいただきたいが。 

 

５．コメント・技術的質疑応答 

・ 孫 ：村で計画を立て、雄を繁殖させるシステムを作るとよいだろう（中国側孫団員）。 

・ 舎飼いをすると人と家畜が近くにすむことになるので、衛生・環境面での対応が気になる。

どうしたらよいか。 

→神谷専門家：防疫対策が必要である。雁門関経済地区で実施されている大型案件になると、

人と家畜は離れて暮らすのでこのような懸念はなくなる。現在の舎飼いは大規

模なレベルへの移行措置である。 

・ 張 ：プロジェクトの持続性に関しては内的要因と外的要因がある。内的要因とは、プロ       

ジェクトの成果が生命力を持つか、である。外部要因とは上部機関からの支援や資金

援助があるか、また社会から重視されているかどうか、である。 

プロジェクトの持続性は認識の問題であり、外部要因は終了時評価では予測できな

い。一方、内部要因であるが、存続できるものがこのプロジェクトにあるか？プロジ

ェクトが成功しているなら、県独自にこの成果を他のところに広げたらどうか。 

 

 

 

- 154 -



別表 婁煩県 C/P インタビュー 参加者リスト 

 氏 名 所属先 職 位 

1 段 栓貴 山西省婁煩県科技局 局長 

2 白 巨明 山西省婁煩県人民代表大会 主任 

3 王 亜軍 山西省婁煩県農業委員会 農芸師 

4 孫 会巧 山西省婁煩県牧畜センター 牧畜師 

5 王 成亮 山西省婁煩県牧畜センター 獣医 

6 蘇 旭東 山西省婁煩県水務局 工程師 

7 尹 京輝 山西省婁煩県科技局弁公室 主任 

 

 

実施日：2010 年 11 月 11 日 10：00－12：00 

場所：山西省婁煩県圪垜村 

インタビュー相手：山西省圪垜
ぐ ど う

村モデル農家尤 永忠氏他 16 名（詳細は別表のとおり） 

インタビュー実施者：一宮、張、孫 

オブザーバー：プロジェクト日本人専門家４名、県 C/P７名 

 

１．プロジェクト活動について 

・ プロジェクトでは畜舎建設や水道整備をしてもらい、また牧草カッターをもらった。村委員

会が作ったが、その前に自分たちのニーズを聞いてもらっている。 

・ プロジェクトからは羊の飼育技術とアルファルファ栽培技術を習った。 

・ 貧困緩和にも効果がある。 

・ プロジェクトは、系統的で、段階を追って進められている。 

・ 羊飼育では、畜舎の掃除や飼料や水の与え方を習ったが、こうすると仔羊の成長が早い。 

・ モデル農家 20 戸のうち、もっぱら羊の世話を女性がしえているのは 8世帯。うち一人は夫が

出稼ぎに行っているため。 

・ 女性の一人は夫と二人でプロジェクトの飼育研修に出たが、夫あるいは他人には羊の世話に

は任せられない、全部自分がしている。 

・ プロジェクト活動が行われる時期は、農作業の障害にはなっていない。活動は適切なタイミ

ングで行われた。 

・ 羊飼育で気をつけていることは、畜舎をきれいにすること。子どもに対するのと同じように

注意して大事に育てている。 

・ 餌はアルファルファ以外に、自分で工夫してトウモロコシを与えている。 

・ 仔羊が 3頭生まれたときは、母乳不足を補うために牛乳を自分で買ってきて、１頭に与えた。 

 

２．成果について 

・ 羊の飼育は収益がよく、収入がよい。 
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・ これからも羊飼育と牧草栽培を継続していきたい。 

・ 仔羊の値段は、1年目に生まれた仔羊が 8000 元/頭、2回目以降の交雑が 900-1000 元/頭で交

雑種のほうが値段が高い。 

・ 羊による収入は 4000 元くらい。 

・ 現有の羊の飼育数最多は 25 頭（2008 年に羊をもらった農家）。最少は 10 頭で 2009 年に羊を

もらった農家。 

・ 今は 17 頭だが、一時期 35 頭飼っていた。すべてプロジェクト支給羊ではなく、自分で買っ

た分、それぞれの仔も含めての数字。 

 

３．プロジェクトの手法や技術 

・ 参加型手法はとてもよい。これまで上から言われた通りにするだけであった。畜舎もできな

いし、水も飲めなかった。 

・ 我々の要望を聞いてくれてよかった。この方法は、他の村でも使えると思う。 

・ プロジェクトの飼育に関する研修が役立った。羊が病気のとき、治療できたり、予防できる

ようになった。 

 

４．インパクト 

・ 女性にとっては生活が改善された。電気製品（テレビ、洗濯機）を買えた。 

・ 屋根を修復できた。あるいは修復費用をためることができた。 

・ これまで何の技術もなかったが、プロジェクトでいろいろと学んだ。 

・ これまでは畑仕事だけしていた。プロジェクトを通じていろいろ学んだので、自分ができる

ことが増えた。 

・ 出稼ぎが多い村だが、羊飼育数が一定規模になれば、出稼ぎにいかなくてもすむようになる

と思う。そのためには 50～100 頭の羊が必要。自分は 100 頭飼うつもりである。 

・ ここでは収入源が少ない。羊を飼育して売ったらお金が入り、生活レベルが上がり、生活環

境もよくなる。 

・ [若年層] プロジェクトのおかげで収入が増え、出稼ぎに行かずにすんでおり、今の状況に満

足している。 

・ アルファルファ栽培地が遠いので、運ぶのが大変。運搬機がほしい。 

・ 羊を売ったお金でトラックを買った。出稼ぎ中の夫は運送会社に勤務。その伝手でトラック

を買った。 

 

５．自立発展性 

・ 専門家がいなくとも自分たちでやっていける。 

・ モデル農家数は少ない。拡大してほしい。非モデル農家には習ったことを教えられる。 

 

別表 婁煩県圪垜村 インタビューリスト 

 氏 名 所属先 職 位 

1 尤 永忠 山西省婁煩県グトウ村 モデル農家 
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2 崔 明忠 山西省婁煩県グトウ村 モデル農家 

3 劉 俊則 山西省婁煩県グトウ村 モデル農家 

4 劉 三太 山西省婁煩県グトウ村 モデル農家 

5 尤 文栓 山西省婁煩県グトウ村 モデル農家 

6 尤 三文 山西省婁煩県グトウ村 モデル農家 

7 尤 永明 山西省婁煩県グトウ村 モデル農家 

8 尤 文平 山西省婁煩県羊圏庄村 モデル農家 

9 劉 代鈴 山西省婁煩県羊圏庄村 モデル農家 

10 閻 建平 山西省婁煩県羊圏庄村 モデル農家 

11 劉 海柱 山西省婁煩県羊圏庄村 モデル農家 

12 閻 代林 山西省婁煩県羊圏庄村 モデル農家 

13 尤 青義 山西省婁煩県羊圏庄村 モデル農家 

14 郭 田則 山西省婁煩県羊圏庄村 モデル農家 

15 閻 玉順 山西省婁煩県羊圏庄村 モデル農家 

16 趙 和則 山西省婁煩県羊圏庄村 モデル農家 

17 方 田娥 山西省婁煩県羊圏庄村 モデル農家 

 

 

実施日：2010 年 11 月 11 日 15：00－17：00 

場所：山西省婁煩県潘家庄村 

インタビュー相手：山西省潘家庄モデル農家孫 二小氏他 19 名（詳細は別表のとおり） 

インタビュー実施者：一宮、張、孫 

オブザーバー：プロジェクト日本人専門家４名、県 C/P７名、副県長、村長 

 

１．プロジェクト活動について 

・ この貧困緩和と環境回復プロジェクトはとても良い。私たちの貧しい生活のレベルを上げて

くれた。 

・ 日本人専門家と県の牧畜専門家が私たちに関心を寄せてくれた。 

・ 日本人専門家からは羊の飼育技術を教えてもらったり、研修をしてもらったり、指導しても

らったりして、感謝している。私たちの知識が低いせいで、覚えてもすぐに忘れてしまうが、

何回も教えてくれた。 

・ プロジェクト前は羊飼育の知識を持っていなかった。プロジェクトの研修を通じて教えても

らった。 

・ プロジェクト前は、羊が病気になったら手立てがなかった。今は、治療できるようになった。 

・ 羊の頭数は増えて、生活も向上した。 

・ プロジェクトの活動は農作業の邪魔になっていないし、丁寧に教えてくれた。 

・ 牧草栽培がはじまった。アルファルファの収穫量は 30 頭分ぐらいある。畑は自分の土地が 7

ムー、他人からの借受地が 10 ムーである。[村長によれば、この村にはあと 200 ムーほど土

地がある。土地がうまく利用されていない] 
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２．成果について 

・ 今は水道が各世帯にあり、家畜の水やりが便利になった。 

・ 試験的に自分たちだけでやるなどしたが、それは羊飼育の知識が上がっているからできるこ

と。自分たちで試験的にしたことは、飼料給与のタイミングや内容を変えたり、精製飼料を

与えたりした。 

・ 2008 年に羊を支給された人は 20 頭前後、飼っている。 

・ 2008 年に羊を支給され、一時 20 頭飼っていた。売ったので今は 8頭であるが、売却益でトラ

クターを買った。 

・ 畜産からの収入は見込みで 16 頭販売で 15000 元。 

・ 最初の年は羊が支給直後に死んだ。飼育経験が少なかったので、羊がストレスを持っていた

ことがよくわからなかった。 

・ 昨年（2009 年）は畜舎の屋根まで積もる雪がふり、仔羊が多く死んだ。[県 C/P より、2009

年は山西省全体で１５万頭の家畜が死んだ] 

・ 羊が肺炎になったり、脳虫病になったが、注射しても直らなかった。今はすべて出荷できる

状態で、メスはプロジェクトから支給され、オスは県から 3頭もらった。 

・ 放牧しておらず、すべて舎飼である。農作物をすべて収穫したのち、放牧している人もいる。 

・ 飼料はサイレージで調整している。またトウモロコシも飼料にしている。 

・ アルファルファは 10 ムーで栽培しているが、管理不足。 

 

３．プロジェクトの手法や技術 

・ 参加型手法はよい。我々の要望を聞いてくれてよかった。 

・ 政府の政策は大規模な畜産を進めるもので、私たちのような小規模の農家を支援してくれな

い。 

・ 要望を聞かれたとき、最初は何を聞かれているのかよくわからないことがあった。しかし、

プロジェクトの人たちは辛抱強く丁寧に教えてくれた。 

・ 技術研修に関しても、何回も教えてくれて、わかりやすかった。 

・ 私たちの要望を聞いてくれたので、羊が飼いたいと言ったら、羊を供与してくれた。 

・ 研修の資料は参考になった。 

・ 若ければ出稼ぎにいくが、羊の世話は家にいながらできるので、年寄りに向いている。 

 

４．インパクト 

・ 羊を売ったお金で小麦粉を買えた。 

・ 生活がずいぶん、よくなった。以前は 3 食ともジャガイモばかりだったが、今は燕麦、カラ

ス麦、さらに小麦粉まで食べられるようになった。 

 

５．自立発展性 

・ 今後は学んだことを使って、羊飼育を続けていく。 
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別表 婁煩県潘家庄村 インタビューリスト 

 氏 名 所属先 職 位 

1 孫 二小 山西省婁煩県潘家庄村 モデル農家 

2 孫 継先 山西省婁煩県潘家庄村 モデル農家 

3 蘇 工双 山西省婁煩県潘家庄村 モデル農家 

4 王 有成 山西省婁煩県潘家庄村 モデル農家 

5 王 緒栓 山西省婁煩県潘家庄村 モデル農家 

6 孫 富大 山西省婁煩県潘家庄村 モデル農家 

7 孫 副玉 山西省婁煩県潘家庄村 モデル農家 

8 孫 天文 山西省婁煩県潘家庄村 モデル農家 

9 孫 緒明 山西省婁煩県潘家庄村 モデル農家 

10 孫 宝英 山西省婁煩県潘家庄村 モデル農家 

11 孫 晋安 山西省婁煩県潘家庄村 モデル農家 

12 孫 文貴 山西省婁煩県潘家庄村 モデル農家 

13 孫 双勝 山西省婁煩県潘家庄村 モデル農家 

14 孫 均則 山西省婁煩県潘家庄村 モデル農家 

15 孫 朴雲 山西省婁煩県潘家庄村 モデル農家 

16 孫 根家 山西省婁煩県潘家庄村 モデル農家 

17 孫 一成 山西省婁煩県潘家庄村 モデル農家 

18 孫 祥明 山西省婁煩県潘家庄村 モデル農家 

19 孫 模則 山西省婁煩県潘家庄村 モデル農家 

20 孫 素明 山西省婁煩県潘家庄村 モデル農家 

 

 

実施日：2010 年 11 月 13 日 14：30－16：30 

場所：山西省右玉県下柳沟村  

インタビュー相手：山西省右玉県下柳沟村モデル農家 18 名（詳細は別表のとおり） 

インタビュー実施者：大久保、足立、一宮、張、孫 

オブザーバー：プロジェクト日本人専門家４名、省 C/P１名、県 C/P7 名 

 

１．プロジェクト活動について 

１）参加型計画策定、羊飼育等のプロジェクト活動 

・ 参加型計画策定、羊飼育等はどれも良かった。羊はプロジェクト前も飼っていたが、成長は

あまりよくなかった。プロジェクトにより科学的に羊飼育ができるようになった。 

・ 羊飼育による変化は収入が増加したこと、飼料が確保できたこと。 

・ 参加型手法はとてもよい。これまでの方法は盲目的で、私たちの要望に対応できない。プロ

ジェクトでは計画的に事業を進めるようになっている。 

 

２）技術指導状況と問題が発生したときの郷や県のスタッフとのコミュニケーション 
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・ 今、困っていることは雨の少ないこと。それ以外にはない。 

・ タイミングよく家畜の予防注射に来てもらっている。 

・ 地元専門家（C/P）にはきめ細かく丁寧に教えてもらった。まじめである。 

・ 研修はすべてよかった。今まで、こういう研修がなかった。 

・ 資料は図表、写真が豊富でわかりやすい。今後も使っていく。 

・ 資料は壁に貼り付けている。非モデル農家も持っている。 

[郷政府の紀検書記が農家からのファースト・コンタクトを受ける役を担っており、電話番号も公

表されている。] 

 

３）羊 

・ 小尾寒羊種は良くない。精製飼料しか食べず、気性が荒い。太らない。精製飼料を沢山、食

べれば成長がよいかもしれない。仔の生存率が良くない。多産性であることは良いが、飼育

しにくい。 

・ ドーパ種は皮が良くないので売り値は高くないが、飼料を選ばず食べて、よく成長してよい。 

・ 在来種メスとドーパ種オスの交配は、最初、難しく、人間の介助が必要だったが、今は羊も

なれてきたので介助不要である。 

・ 羊は仲買人が買いに来る。仔羊は 1頭 500～600 元くらい。年間 2頭くらい売れる。 

・ 羊は増やして行きたいが、資金が足りないので借りるしかない。就学中の子供がいると生活

は大変である。 

・ 羊による収入は全収入の三分の一程度。残りは農業。 

・ 豚や牛も飼っている。 

・ 要望としては、メスを在来種ではなくて優良種にしてほしい。 

 

４）飼料 

・ 飼料は種がよいため、収量が増加。具体的にどのくらい増えたかわからないが、背が高く、

収穫総量が多くなっていると思う。 

・ 飼料は足りるときもあれば足りないときもある。 

・ 昨年（2009 年）はサイレージを作ったが今年（2010 年）は作らなかった。雨が少なく、飼料

作物の成長がよくなかったためである。 

・ 耕地面積は 120 ムーで、そのうち飼料栽培用に、アルファルファは 20 ムー、トウモロコシは

10 ムー作付けした。これは羊 50 頭分相当。 

・ トウモロコシは食用もあるが飼料用もある。 

・ アルファルファ栽培を拡大する予定はない。種が高いし、今の栽培面積は家畜に十分な量で

ある。 

 

５）水 

・ プロジェクトで建設したのは共同井戸 1箇所で、共同管理は行っていない。 

・ 水源は天水と雨水。足りなくなったら近隣の村から買う。20 元/１t。給水車で運ぶ。 

・ 飲用水は、井戸掘削か近隣村からの導水。井戸は深井戸（140ｍ）で揚水ポンプが必要。導水

は途中の蒸発もあり、量が限られる。 
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・ 政府が、各戸に 2基（人間用と家畜用）、地中埋め込み型の貯水槽を設置した。 

 

２．インパクト 

１）環境 

・ プロジェクト前より環境が変化している。アルファルファ栽培を開始したら蜜蜂が来るよう

になった。蜜を採っている。 

・ 表土被覆率が増えた。黄砂や土壌流失が減った。 

 

２）生活 

・家電製品（冷蔵庫等）が増えた。 

 

３．現地の人たちだけでやっていける体制 

・ 学んだ技術で問題を解決できる。 

・ プロジェクトが開催した研修で技術を学び、経験も積んだ。 

・ 夫が研修に出て、飼育技術を妻に教え、妻が羊の世話をしている。夫には農作業があるので

妻に任せる。 

・ 非モデル農家が聞きにきたり、作業中に見にくる。 

・ 今後についてはそれぞれに計画があるが、家により事情が異なるので計画も様々である。 

 

別表 右玉県下柳沟村モデル農家 インタビューリスト 

 氏 名 所属先 職 位 

1 白 鴻義 山西省右玉県下柳溝村 モデル農家 

2 白 志田 山西省右玉県下柳溝村 モデル農家 

3 白 鴻峰 山西省右玉県下柳溝村 モデル農家 

4 白 雲福 山西省右玉県下柳溝村 モデル農家 

5 白 台厚 山西省右玉県下柳溝村 モデル農家 

6 白 建飛 山西省右玉県下柳溝村 モデル農家 

7 白 占春 山西省右玉県下柳溝村 モデル農家 

8 白 建権 山西省右玉県下柳溝村 モデル農家 

9 白 占日 山西省右玉県下柳溝村 モデル農家 

10 白 清華 山西省右玉県下柳溝村 モデル農家 

11 白 義明 山西省右玉県下柳溝村 モデル農家 

12 梁 生得 山西省右玉県下柳溝村 モデル農家 

13 梁 吉 山西省右玉県下柳溝村 モデル農家 

14 梁 生禄 山西省右玉県下柳溝村 モデル農家 

15 白 葉飛 山西省右玉県下柳溝村 モデル農家 

16 白 鴻付 山西省右玉県下柳溝村 モデル農家 

17 孫 継文 山西省右玉県下柳溝村 モデル農家 

18 白 占均 山西省右玉県下柳溝村 モデル農家 
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実施日：2010 年 11 月 13 日 17：00－18：30 

場所：右玉県玉林苑 

インタビュー相手：山西省右玉県プロジェクト弁公室室長   氏（山西省右玉県   ）他

５名（詳細は別表のとおり） 

インタビュー実施者：大久保、足立、一宮、張、孫 

 

１．参加型手法 

・ 参加型手法はとてもよかった。農民のニーズを十分に聞いて、計画を立てる。どのような問

題があり、どのような支援が求められているのかを聞いた。 

・ 日本人専門家が導入した参加型手法は、これまで未経験であったが、研修を通じて学んだ。 

・ プロジェクト前、参加型手法は聞いたことがなかった。それまでも仕事で村に入り農家とコ

ミュニケーションを取っていたが、方法が不適切なのか効果が低かった。 

・ これまでも政策・計画づくりの際、ニーズ調査は行ってきた。しかし、一般的な情報の収集

で、村からは村長など上層部からしか情報を聞かなかった。プロジェクトの参加型手法のよ

うに農民と向かい合って話を聞いて、計画に反映させることは初めてであった。 

・ 最初に参加型手法研修を受けた際は、難しいと思った。しかし、実際に作業を開始したら、

現地に即したものであった。 

・ 専門家がやっている様子から、農家と直接話す方法やヒントを見つけた。 

・ いかに問題点をみつけるか、当事者意識をどう高めるか等で、参加型手法は有効だ。 

・ モデル村では、状態、知識、問題を日常生活から掘り出すことができた。 

・ 農民の話を聞いて計画を立てる際は、農民の意見を受け止め、計画づくりに彼らにも参加し

てもらった。 

・ 参加型手法でのマネジメントや計画づくりはとてもよかった。実際に農家のニーズを確かめ

て行うので、農家の主体者意識が高まった。農家は会議でも活発に意見を出すようになった。 

・ 参加型の計画策定は農民のための計画策定だということが分かった。 

・ 熱心な日本人専門家の多大な協力について、右玉県が忘れることはない。 

 

２．実施体制 

・ 指導調整グループの長は県長が務め、多部門間の調整が必要なときは県長が動いた。そのた

め多部門間の協力はかなりスムーズに、円満に進められた。 

・ 県政府も日中が協力した本プロジェクトを重視している。副県長がプロジェクト弁公室の主

任となったが、これは極めて珍しく、唯一のケースかもしれない。副県長は、現場活動にも

参加している（インタビュー当日は出張中のため副県長は不在）。 

 

３．計画づくりとパイロットプロジェクトの成果 

１）計画づくり 

・ 日本人専門家と C/P が農家と面談して、やりたいことを丁寧に受け止め、ニーズを細かく分

析して、計画を作った。 
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・ 農家の理解を得るのに専門家は苦労したと思う。専門家が説明を重ねて、農家からの理解を

求めた。 

・ 県 C/P も専門家に必ず同行した。また専門家がいないときは、自分たちでモニタリングを実

施した。モニタリングのためだけに出かけたほか、別件で出かけるときでもモデル村の様子

を見に行った。 

・ 双扣子村においてモデル農家 5 戸を対象に参加型展示補場をはじめた。羊 5 頭、アルファル

ファ栽培用の土地 10 ムーを支給し、アルファルファを栽培し、舎飼いの羊に給与するモデル

が実行できるか検証した。 

・ このモデルでは舎飼いのための飼料が自給でき、羊飼育による収入が向上し、また生態環境

も改善した。農家にも大いに歓迎された。 

・ プロジェクトを通じてモデル農家の技術や知識は進歩した。農家だけで十分にやっていける。 

 

２）研修 

・ 県 C/P は全員が研修で講師をし、教え方は着実に向上した。 

・ 日本人専門家による畜産振興や水利計画の農家向け研修はスライドや写真が多用され効果的

だったので、自分たちも参考にした。 

 

２）共同畜舎と個人畜舎 

・ （共同畜舎に水や電気がなく、使われていないという話を聞いて共同畜舎の利用見込みにつ

いて質問したところ）すでに水は通じている。東側は水供給が始まるが、西側は水圧不足で

ある。水が使えるようになれば電気も利用可能になる。2010 年内には使えるようにする。 

・ 共同畜舎と個人畜舎はそれぞれに一長一短がある。当面は個別畜舎がよいが、長期的には共

同畜舎のほうが良い。 

 

４．成果の普及 

・ 他の場所でもプロジェクトの成果を普及していく。成果普及に関しては、県の農業局と科技

局で検討済みであり、おおよそ次の 3 点が決まっている。i)研修：冬から春にかけて実施し

ている研修の中で成果を取り込んでいく。ii)科技の「三項目を農村へ」という計画にあわせ

て成果を導入。 iii)貧困緩和、農業、林業等の分野での計画策定時に本プロジェクトのモデ

ルを利用。県の意向は、農業・林業等の分野においてプロジェクト計画を作成する際に、十

分に農民の意見を聞いてから立ち上げる。これら部門はそれぞれの事業を持っているが、プ

ロジェクトの成果をその中に取り入れていく。 

・ 参加型手法の考え方の普及のみならず、実践に取り入れていく。すでに 3 つの村で参加型手

法を導入している。また、最近、香港からの支援で、貧困緩和プロジェクトを開始した際に

も参加型手法を活用した。 

・ 県では、この成果を普及するための事業を「国際協力科学技術成果事業」として、科技や財

政、農業等の関連部署の上層部に要請を出し、資金援助を求める予定。 

・ 山西省では「右玉県精神に学ぼう」というキャンペーンがあり、視察が来ることがある。そ

の際に本プロジェクトのモデル村も視察の一環に含め、プロジェクト成果を山西省に広めて

いきたい。科技庁国際合作処の牛処長もこの方法を強調する発言を少なくとも 2回している。 
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５．「雁門関生態牧畜経済区建設計画」との関係 

・ 相互に、それぞれの成果を参考にしていけばよい。 

・ これまでも交流している。関係部門を召集して、「雁門関生態牧畜経済区建設計画」と共同で

セミナーを開催した。また先方が、モデル農家の視察に訪れた。 

・ 県から省の科技庁や農業庁への希望としては 2点ある。ⅰ)省から現場指導に来てほしい、ⅱ）

資金面で支援してほしい。 

 

６．JICA の他の 2案件（草原灌漑プロジェクト、新疆天然草地生態保護と牧畜民定住プロジェク

ト）との交流 

・ 交流は役立った。特に草原灌漑プロジェクトの内モンゴル抗錦旗の事例は参考になった。 

・ 新疆との連携では、他人の長所を知って自分の不足を補うことができた。新疆も同じだと思

う。草原案件との連携も役立った。 

 

７．弱者支援 

・ 弱者とは、低収入、病気を抱えている人、高齢者、身体障害者となると思う。こういう人に

は研修を多めに実施したり、スタート時の支援を手厚くする必要がある。 

・ 現在、子どもが出稼ぎに行っている高齢者は、支援のニーズがないわけでなないが、相対的

にはニーズは高くない。 

 

８．右玉県のエコツーリズム－環境と生計向上に関して 

・ 観光地の整備を実施した。主要な観光場所は 3 ヵ所ある－城跡、万里の長城、及び植林地の

小南山生態公園。 

・ 昨年（2009 年）は 19 万人が訪れた。今年（2010 年）はもっと増える見込み。 

・ 四ツ星ホテルができ、ソフト面とハード面が整備されたので、広報活動を強化する。 

・ 観光収入は農家の収入には直結しない。ホテル、レストラン、観光場所や工芸品売り場の収

入は増えた。 

 

9．水問題 

・ 右玉県の最大の問題は水である。 

・ 県全体として水利の長期計画が必要で、水利局は 2010 年－2020 年の十年計画を策定した。こ

れは全国レベルの 10 年計画に合わせた右玉県版。地域ごとの飲用水や灌漑用水の問題の解決

を目指している。 

・ 水利用に関する規則ができ、深層水の利用は禁止された。地下 400m 以深の井戸掘削は事業化

しにくい。水に関しては、資金確保が大きな問題である。 

・ 村の飲用水に関しては水利局も最大限の努力をしており、各戸に 2 基の地中型貯水槽を供与

した。また一昨年（2008 年）、貯水池※を建設した。ここに水がたまれば住民は水を買う必要

がなくなる。 

・ 水不足は農業の発展を阻害している。発電所ができたが水不足により、冷却水をリサイクル

して使うことを検討している。 
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※貯水池：専門家からの情報では、貯水池に水は大して溜まっていない。雨によって山の斜面が

抉られているが、抉られた後に木が生えていることから判断しても、地表を洗い流すよ

うな一定の量の雨は、10 数年に 1回程度。 

 

10．コメント等 

・大久保：日本側が考えている以上に、中国では水が大きな課題であるようだ。水がネックにな

っている JICA プロジェクトも多い。日本側では、プロジェクト形成時等、水について

より考慮する必要がある。 

・足 立：共同畜舎と個人畜舎について、日本側はまずは個人畜舎とし、状況を見ながら共同畜

舎に移行するというように段階的に進むのが良い、と思っていた。県 C/P と見解が一

致してよかった。 

・ 張 ：プロジェクトの成果を整理し事業として申請するそうだが、山西省で「右玉県精神に

学べ」という状況のもと、県の考え方は実行性が高い。これは持続可能性に関する外

的要因が揃っている。 

モデルとりまとめの際、次の点に注意してほしい。ⅰ）「雁門関生態牧畜経済区建設

計画」とうまく結びつけること。ⅱ)個別畜舎から共同畜舎というように段階的に考え

ること。ⅲ）成果の普及とエコツーリズムの連携を検討すること。 

プロジェクトの経験や教訓を抽出し、成果を取りまとめて科技庁、農業庁、発展改

革委員会などに報告してほしい。 

・ 孫 ：右玉県 C/P は、参加型手法の本質をよく理解して、活動で使っている。モデル地域の

選択も妥当である。家畜飼育経験があるので 20 頭以上飼育し、畜産業としての規模が

ある。羊飼育からの収入が全収入の３～５割あるのはすばらしい。 

      現在は舎飼への過渡期で、モデル農家の経済レベルが非常に低い。この段階では個

別畜舎が適している。３～５年は個別畜舎がよい。共同畜舎は経済レベルが一定程度

に達してからである。 

繁殖用メスと改良用オス、それぞれの品種の特性を理解してから農家に説明する必

要がある。例えば小尾寒羊の多産性について、3 つ仔が生まれたときの措置を正しく

行えば、死亡率を下げることができる。 

種畜繁殖システムを確立する必要がある。また病気や発育段階に応じたケアをして

生存率を高めるようにする。 

農作物の一部をアルファルファに変え、羊を飼育するのは良いモデルであり、普及

していってほしい。 

飼料については、加工・混合など工夫すべきである。 

 

別表 右玉県 C/P インタビュー 参加者リスト 

 氏 名 所属先 職 位 

1 李 景春 山西省右田県科技局 局長 

2 趙 国治 山西省右田県牧畜局 上級牧畜師 
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実施日：2010 年 11 月 14 日 9：30－11：00  

場所：山西省右玉県丁家窯村 

インタビュー相手：山西省右玉県丁家窯村モデル農家 20 名（詳細は別表のとおり） 

インタビュー実施者：大久保、足立、一宮、張、孫 

オブザーバー：プロジェクト日本人専門家４名、省 C/P１名、県 C/P7 名 

 

１．プロジェクト活動について 

１）羊 

・ 羊の舎飼はとてもよい。プロジェクト前から羊を飼っていたが、プロジェクトで畜舎が整備

され、羊の数も増えた。 

・ 舎飼のよいところは、飼育が便利になった。 

・ 以前は飼料を買わなければならなかったが、今は自分で作っているアルファルファで対応で

き、買う必要はない。 

・ 羊の品種についての感想は下柳沟村と同じ。 

・ 小尾寒羊種は精製飼料の消費が多く、ドーパ種の 2 倍ほどになる。数が増えると大変。舎飼

に向くが放牧には向かない。放牧で運動量が増えると体力が追いつかず弱る。多産性が特徴

だが、ここでは一世帯に 3～5頭が適当である。 

・ ドーパ種は精製飼料でも牧草でも食べる。繁殖も良い。繁殖用のオスはドーパ種で、メスは

在来種とウチュームーチ種の交雑種。出産は 1年に 2回ほど。双子も生まれた。13 頭から 18

頭が生まれた世帯では、双子が 2組あった。5頭から 8頭が生まれてもいる。 

・ 羊の世話はできる人がしている（特に男女の役割分担はない）。 

・ 今のところ口蹄疫のような病気はない。 

・ 羊の死因として多いのは病死ではなく、毒蛇にかまれてことによるもの。かまれるのは畜舎

と放牧中、両方あるが、ほとんどが放牧中である。[省 C/P よりアドバイス：毒蛇対策には、

地下室のようなところで暫く安静にする。青い草を柔らかくしたものを与える] 

 

２）研修 

・ 参加型の計画づくりには、全員が参加した。 

・ 日本人専門家が講師の研修では分からないことがあれば、すぐに聞いた。教え方が良い。 

・ 支援を受けたので沢山の知識がついた。 

・ 研修は羊飼育に役立った。以前は防疫のことなど知らなかった。今は投薬できるようになっ

た。 

・ 研修後、餌給与の量やタイミング、配合の割合などを学んだ。仔羊に対して月齢・発育に合

3 劉 永旺 山西省右田県高家堡郷 副書記 

4 李 茂軍 山西省右田県楊海郷 土地管理員 

5 趙 蘭栓 山西省右田県科技局 職員 

6 王 長明 山西省右田県水利局 工程師 
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わせた餌をあげるようになった。防疫のための注射をプロジェクトからもらい自分で注射し

たり投薬している。以前は思いついたときに餌を与えていた。まして自分で注射したり投薬

するなんて思ったこともなかった。 

・ 仔羊の死亡率は減少傾向である。昔は防疫知識なく下痢で死んでいた。生存率が 80％から

100％ になった。 

・ 発育が良くなったので、昔より早く生後 5ヶ月未満で出荷できる。以前は生後 6ヶ月だった。 

・ 私たち農家に教育がなく、100％研修の内容を理解することは難しかったが、繰り返し聞いた

結果皆理解できた。 

 

３）飼料 

・ 羊飼育数とアルファルファのバランスは取れている。過去に大雨で終了不足になったことも

あったが、今は足りている。 

・ 羊飼育数を増やしたらアルファルファの栽培も拡大する。実際、去年（2009 年）、羊数が増え

た世帯がアルファルファの栽培も増やした。 

・ サイレージ用とうもろこしは去年（2009 年）、作った。今年（2010 年）は天候の影響で飼料

作物の成長が良くないのでサイレージしない。去年（2009 年）の質は良かった。藁よりも栄

養が豊富である。 

 

４）水 

・ 問題ない。 

・ 山の水を引いているが、冬場にはバルブが凍結。プロジェクトが水利設備整備を支援した。 

・ 維持管理は自分たちでしっかりやっている。 

 

５）経済木 

・ クコを去年（2009 年）植えたが、旱魃で生育はあまりよくない。 

 

６）収入 

・ 今年（2010 年）は 30％増加の見込み。 

・ 仔羊 1 頭の売値は昨年（2009 年）が 400～500 元、今年は 500～600 元。1 世帯あたり 1 年間

に 12～13 頭の仔羊を売っている。プロジェクト前の販売ペースは仔羊 8～9 頭／世帯／年だ

った。 

・ 仲買人が買いにくるが、相場を見ながら売っている（安い時は売らない）。 

 

７）営農例 

・ 家畜飼育数の最多は 170～180 頭。昔から飼っている。山羊 80 頭で、残りが綿羊。売った数

は山羊が 20 頭、綿羊は 50 頭。さらに豚 2頭、肉用牛２頭、鶏 20～30 羽。ロバ２頭（ロバは

労働力）。羊と牛が儲かる。 

・ 畑は 60 ムー持っている。牧草 20 ムーでそのうちアルファルファとトウモロコシが 10 ムーず

つ。トウモロコシ、燕麦、亜麻が 10 ムーずつ。精製飼料を 500～1000 キロ購入してる。 

・ 耕作はロバを使っている。山間部なので農機具は不向き。 
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・ 家族は夫婦と兄。兄は単身者。子どもは息子 2人、娘 1人でいずれも出稼ぎに行っている。 

 

２．インパクト 

１）環境 

・ 以前は表土の被覆率低かったが、牧草栽培で表土被覆率が高まったため黄砂が減った。 

・ 土砂の流出に関しては、堰を作って防いでいる。 

 

２）生活の変化 

・ 生活は良くなった。収入が上がり、お金を持っている。美味しいものやきれいな服を買える

ようになった。今まではジャガイモばかりであったが、市場やスーパーで珍しい野菜を買え

るようになった。 

・ 家電製品も買った。お金があるので何でも買える。 

・ 子どもが出稼ぎに行っているモデル農家が大多数。 

・ 羊の世話などの労働力／人手は足りないが、どうしようもない。忙しいときは親戚に手伝い

を頼んでいる。 

・ 今後、羊飼育による収入が増えれば、出稼ぎに行っている子どもが帰ってくる可能性もある。 

 

３）女性 

・ 羊を飼い始めて、家庭での地位が上がった。 

・ 羊の世話は互いに助け合っている。 

・ 妻から言われて夫も羊の世話をしている。女性のほうが勤勉で細かい工夫をするので、羊の

世話がうまい。研修は夫婦で参加した。 

 

３．今後の体制について 

・ 教材や資料は今後も使っていく。 

・ 他の村から見学に来ている。飼育方法を聞いてくる。村幹部が資料を持ち出して説明する。 

・ 非モデル農家はモデル農家を見て独学で学んでいる。 

・ 日本人専門家がいなくなっても、教材を使って自分たちでやっていける。教材はたくさんも

らった。インターネットでも探せるが、ネット上の情報は文字だけでわかりにくい。不明な

ことがあったら中国人技術者に教えてほしい。 

・ 県の牧畜専門家からより多くの知識を得たい。 

・ 郷には獣医ステーションがあるので、そこから防疫や飼料配合について指導してほしい。獣

医ステーションには獣医が 2名常駐し、村にも頻繁に来ている。 

・ 後、3年間あれば成果がもっと確実に、またもっと広まっていく。 

 

別表 右玉県丁家窯村モデル農家インタビューリスト 

 氏 名 所属先 職 位 

1 張 福明 山西省右玉県丁家窯村 モデル農家 

2 李 日堆 山西省右玉県丁家窯村 モデル農家 
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3 王 占明 山西省右玉県丁家窯村 モデル農家 

4 張 永兵 山西省右玉県丁家窯村 モデル農家 

5 陳 福 山西省右玉県丁家窯村 モデル農家 

6 張 米孩 山西省右玉県丁家窯村 モデル農家 

7 王 発 山西省右玉県丁家窯村 モデル農家 

8 王 換祥 山西省右玉県丁家窯村 モデル農家 

9 李 貴 山西省右玉県丁家窯村 モデル農家 

10 李 有福 山西省右玉県丁家窯村 モデル農家 

11 王 永平 山西省右玉県丁家窯村 モデル農家 

12 王 兵 山西省右玉県丁家窯村 モデル農家 

13 張 福義 山西省右玉県丁家窯村 モデル農家 

14 張 二小 山西省右玉県丁家窯村 モデル農家 

15 陳 義 山西省右玉県丁家窯村 モデル農家 

16 張 来鈴 山西省右玉県丁家窯村 モデル農家 

17 陳 裕 山西省右玉県丁家窯村 モデル農家 

18 李 亮 山西省右玉県丁家窯村 モデル農家 

19 王 愛 山西省右玉県丁家窯村 モデル農家 

20 李 巨軍 山西省右玉県丁家窯村 モデル農家 

 

 

実施日：2010 年 11 月 14 日 14：00：－16：00  

場所：山西省右玉県双扣子村 

インタビュー相手：山西省右玉県双扣子村モデル農家 16 名（詳細は別表のとおり） 

インタビュー実施者：大久保、足立、一宮、張、孫 

オブザーバー：プロジェクト日本人専門家４名、省 C/P１名、県 C/P7 名 

 

１．プロジェクト活動について 

１）研修 

・ 飼料を与えるタイミングや量、投薬などについて教えてもらった。 

・ 最初は難しかったが、今は教えてもらった内容を理解している。 

・ 教材は参考価値が高い。 

・ 日本人専門家の教え方はとても良い。内容もわかりやすい。 

・ 参加型手法は良かった。このような方法は初めてであったが、自分たちの意見が反映された。 

 

２）羊 

・ 小尾寒羊種：死亡した羊は鼻水をたらし、呼吸ができなくなって死んでしまった。餌の好き

嫌いがある。 

・ ドーパ種：飼いやすく、寒さに強い。 

・ 最多飼育数は 100 頭。餌は牧草とトウモロコシ。購入することなく自分たちでまかなえる。 
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・ 最小飼育数は 10 頭。年寄り世帯なので、できる範囲で飼っている。 

・ メスは以前は在来種だった。今は、メスは小尾寒羊と在来種の交雑種、オスはドーパと在来

種の交雑種である。 

・ 仔羊の数は増えた。以前はメスから 1 頭だけだったが、今は２，３匹生んでいる。生存率が

上がった。 

・ 仔羊は大体 25-30Kg になったら出荷する。 

・ 価格は以前は 200 元、現在は 500 元。 

・ 飼料を栽培し、羊に与え、羊を売って収入を上げている。 

・ 羊の飼育数増加の予定ある。着実に結果が見えた（収入が向上した）ので、拡大する予定。 

・ 現在の畜舎は小さすぎる。数を増やすなら畜舎の増設が必要。そのための土地はある。 

・ 個別畜舎は家の近くにあり、便利である。 

・ 家に畜舎が隣接しているメリットは、放牧と違って、羊の世話をしながら他のことができる

こと。 

・ 畜舎の消毒など手間が増えていると思うが、放牧より良い。 

・ あまり羊の病気で困っていない。病気になる率は減った。羊が病気になっても軽いものなら

自分で対応できる。重い場合は獣医のところに連れて行く。 

 

３）飼料 

・ アルファルファ栽培技術が上がった。 

・ アルファルファの栽培には、スプリンクラーは使っていない。運搬用にはトラクターを持っ

ている。 

・ 地下水は豊富である。 

・ アルファルファは年に 2回（4月、9月）、鎌で刈っている。 

・ 牧草栽培面積が拡大した。 

・ 他の作物を減らして、牧草を増やしている。 

・ サイレージは今年（2010 年）は少量、作った。 

 

４）研修 

・ 日本人専門家との交流が深まった。 

・ 研修を受けて、技術は上がった。いろいろな作業をしなければならないので、前よりも忙し

いが忙しいほうがよい。お金が入るから。 

・ 研修には女性も参加した。 

・ 男女で特に役割分担していない。できるほうが世話する。農閑期には、男性が出稼ぎに行く

ので、女性が羊の世話をする。 

 

５）収入 

・ 収入が目に見えるかたちで増えている。ほぼ、倍増。 

・ 羊相場が高い。 

・ 収入増加によって生活が改善された。 

・ 農業の収入は不安定で、毎年、異なる。降雨量によって変わり、また野菜の売値も年によっ
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て変わる。羊の状態にもよるが、70％ほど。 

 

６）水 

・ 各戸に井戸を作ってもらった。蛇口開いたら水が出てくるので大変助かっている。 

・ プロジェクトで水利施設を整備してくれたが、維持管理・修理は自分たちでやる。 

・ カッターも供与してもらったが、修理は自分たちで行う。 

 

６）出稼ぎ 

・ 子どもは学校に行っているか、出稼ぎに行っている。年寄りが村で羊を世話している。 

・ 人手不足があっても何とかするしかない。 

・ 羊飼育からの収入が上がれば、農作物栽培をやめて羊飼育に集中できる。 

 

７）プロジェクトに参加して良かったこと 

・ 収入が上がり、生活水準が上がったこと。 

・ 噴霧器、裁断機を供与してもらったので、労働負荷が減ったこと。機材はとても大切。 

・ ニーズ調査時に、裁断機がほしいと言った。ニーズを聞いてもらえてよかった。 

 

２．影響 

１）環境 

・ 村一帯は丘陵で牧草や雑草で被覆されるようになり、黄砂が減った。 

・ 放牧する人はいない。 

 

２）生活の変化 

・ これまでは、どうにか工面して学校に通わせていた。今は余裕もって、小学校、中学校、高

校へと通わせている。 

 

３．今後 

・ 日本人専門家が帰っても自分たちで継続していく自信ある。 

・ 非モデル農家が教えてくれと見学に来るので、知っていることを教えた。 

・ モデル農家が豊かになったので、非モデル農家にも真似する人が出てきた。 

・ 他の村からも２，３回来たが、どこの村か知らない。畜舎を見て羨ましがっていた。 

・ 新農村建設計画と本プロジェクトの活動の間には特に関係性はない。 

 

別表 右玉県双扣子村モデル農家インタビューリスト 

 氏 名 所属先 職 位 

1 王 明生 婁煩県双扣子村  モデル農家 

2 王 日亮 婁煩県双扣子村  モデル農家 

3 王 有根 婁煩県双扣子村  モデル農家 

4 王 世平 婁煩県双扣子村  モデル農家 
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5 王 潤生 婁煩県双扣子村  モデル農家 

6 王 永平 婁煩県双扣子村  モデル農家 

7 王 喜生 婁煩県双扣子村  モデル農家 

8 王 善栄 婁煩県双扣子村  モデル農家 

9 王 台国 婁煩県双扣子村  モデル農家 

10 王 金生 婁煩県双扣子村  モデル農家 

11 王 福生 婁煩県双扣子村  モデル農家 

12 王 和平 婁煩県双扣子村  モデル農家 

13 張 立功 婁煩県双扣子村  モデル農家 

14 王 模 婁煩県双扣子村  モデル農家 

15 王 万和 婁煩県双扣子村  モデル農家 

16 王 忠 婁煩県双扣子村  モデル農家 

 

 

実施日：2010 年 11 月 15 日 16：00－17：30 

場所：山西省科学技術庁 

訪問先：山西省科学技術庁長 廉 毅敏氏他 8名（詳細は別表のとおり） 

訪問者：魚屋、大久保、足立、一宮、プロジェクト専門家 4名 

 

廉毅敏科技庁長よりプロジェクト実施に対する謝意が述べられ、プロジェクトで用いた参加

型手法を他でも用いていきたい旨、発言があった。また、廉庁長は機会があるごとに本プロジ

ェクトの成果を話してきたとのこと。 

 魚屋次長からは本プロジェクトに対する中国側協力に対する謝意が述べられ、プロジェクト

は中国側の協力なしには成果を上げられなかったと発言。また、廉庁長より、成果を普及して

いくという考えを聞いて、心強いと述べた。 

 大久保団員からは、現地調査報告として、下記の点について述べた。 

・ 農家が積極的に発言し、活動に取り組んでいた。長年、中国農村部に関わっている

が、このような情景は初めて見た。 

・ 生活レベルの向上と環境回復を確認してきた。農家は、プロジェクト終了後、自分

たちで継続していくといっている。 

・ モデル村の成果は明らかであり、これをぜひ普及してほしい。それには省の協力が

必要である。ぜひともよろしく対応していただきたい。 

 足立団員からは、現地調査報告として、下記の点について述べた。 

・ ２つのモデル県では成果が上がっていた。 

・ 今後、県科技局 C/P が中心となり、県内の他の村にも広げて行きたいと考えてい

る。しかし本プロジェクト終了に伴いプロジェクト弁公室がなくなり、プロジェ

クトの成果普及を主導する組織的位置づけがなくなってしまうと、成果を十分に

広めていけないのではないかという不安を県科技局 CP が抱いている。 

・ そこで、プロジェクト弁公室の機能が継続できるようにしていただけないか。名
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称にはこだわらないが、プロジェクトを通じて能力が向上した県科技局がプロジ

ェクト成果を広めていくという機能が果たせる組織として存続させていただけ

ないか。本プロジェクトで育成されたスタッフを活用していただきたい。 

これに対し、廉庁長から下記の通り回答があった。 

・ 具体的な提案に感謝。これは成果を普及していくために、中国側で考えなければ

いけないことであった。 

・ プロジェクト弁公室の機能が存続できるよう、内部で調整する。 

 

別表 中国側出席者リスト 

 氏 名 所属先 職 位 

1 廉 毅敏 山西省科学技術庁 庁長 

2 牛 西牛 山西省農業科学院 元院長 

3 牛 青山 山西省科学技術庁国際合作処 処長 

4 郭 九林 山西省科学技術庁弁公室 主任 

5 張 元功 山西省科学技術庁 調査研究院 

6 張 雨 山西省科学技術庁国際合作処 副研究員 

7 孫 振 山西省農業科学研究院科学研究処 処長 

8 張 純 山西省情報研究所  

通訳 郭 潇潇 JICA プロジェクト事務所  

 

 

実施日：2010 年 11 月 17 日 20：15－21：00  

場所：華海酒店 

インタビュー相手：山西省牧草工作站長 姚継広 

インタビュー実施者：魚屋、足立 

オブザーバー：神谷専門家、大森専門家、科技庁国際合作処張雨 

 

プロジェクト成果の認識について姚氏に聞いたところ、下記の通り。 

・プロジェクトは生態環境回復と貧困削減を目的としており、これは山西省の発展戦略に合致し

ている。 

・プロジェクトは参加型手法を用いて詳細計画を策定し、現地の状況に即した活動を実施し、著

しい成果を上げた。例えば、羊の飼育は現地に適した生産手段であり、農家に貧困からの脱却手

段を与えた。また、舎飼いのための牧草栽培は生態環境回復効果もあった。収入向上及び環境回

復効果のある本プロジェクトは農家から歓迎された。また、プロジェクトの技術研修により、農

家やカウンターパートの技術や意識の向上が図られるとともに、関係者間のコミュニケーション

も円滑になり、関係が強化された。プロジェクトは現地の経済社会発展に寄与するものである。 
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・参加型手法は農家の主体性を引き出した。また、農家のニーズに基づいた活動を可能にした。

今後も活用していきたい。 

 

プロジェクト成果の普及について姚氏に聞いたところ、下記の通り。 

・成果は段階的に普及させていくべき。省・現場の関係者の協力が必要であり、日本側の協力も

継続してほしい。成果の普及には技術と資金が必要である。[JICA のプロジェクトではモデルを

構築するところまでを協力範囲としており、その後の普及発展については受入国側に期待してい

る、プロジェクト終了後の支援は現時点では約束できない旨、足立より説明。] 

・成果普及には関係機関の協力が必要であり、それを主導する機関が必要である。主導機関には

科技庁がなってもよい。本プロジェクトを通じて科技庁と農業庁の連携関係が構築されており、

プロジェクト終了後も継続可能。 

 

PDM の上位目標の指標「雁門関地区の本プロジェクトのモデルを取り入れた村において、3年間で

人工草地の面積が●％増加する。」の適切な数値目標について聞いたところ、下記の通り。 

・これまでの 10 年間は人工草地が急激に増加したが、今後は緩やかな増加になると思われる。こ

れまでは人工草地増加に対して関係機関より多額の資金が投入され、また、封山育林政策に関連

して牧畜振興が図られ、牧草栽培も盛んに行われた。しかし、今後は、投入資金の不足に加え、

牧草栽培できる土地が少なくなってきていること、食糧保護政策により農地から草地への転換に

は制約があること、牧省栽培のニーズに限りがあることなどにより、人工草地面積は緩やかな増

加になる見込みである。現在、山西省においても第 12 次 5 カ年計画（2011～2015 年）が作成中

であり、草地に関する目標値は下記のような案となっている。 

  省の人工草地面積 年間１％増加 

  雁門関地区の人工草地面積 年間 2％増加 

  重点モデル地区の人工草地面積 年間 3～5％増加 

重点モデル地区とは草地にできる土地が十分あり、かつ肉牛・乳牛・羊の畜産業の発展が重視さ

れる地区である(豚や鶏は草地とは関係ない)。右玉県と婁煩県はこれらの条件に最も合致した地

区である。 

以上を踏まえると上位目標の数値は「雁門関地区の本プロジェクトのモデルを取り入れた村にお

いて、3年間で人工草地の面積が 10％増加する。」とすることが適切である。 

- 174 -



付
属
資
料

1
0
.
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
デ
ザ
イ
ン
・
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
（
P
D
M
3
）
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

名
：

山
西
省

雁
門
関
地

区
生
態

環
境
回
復

及
び
貧

困
緩

和
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

対
象

地
域
：
山

西
省
雁

門
関
地

区
 

 
 

 
 

 
 
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
モ

デ
ル

地
区
：
山

西
省

右
玉

県
、
婁

煩
県

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
期

間
：
2
0
0
7
年

3
月

～
2
0
1
1
年

3
月
（

4
年

間
）
 

タ
ー

ゲ
ッ

ト
・

グ
ル

ー
プ
：

山
西
省
科

学
技
術

庁
、
農
業

庁
、

林
業

庁
、

水
利

庁
、

牧
畜

局
、

農
業

科
学

院
等

の
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
、

右
玉

県
・

婁
煩
県
及

び
郷
の

畜
産
、
農

業
等
部
門

技
術
普

及
担
当
者

、
モ
デ

ル
村
の
農

民
 

実
施

機
関

：
山

西
省

科
学
技

術
庁
 

P
D
M
変

更
日

：
2
0
10

年
1
1
月

1
8
日

 
 
 V
e
rs
i
on
.
 3
  

ス
ー

パ
ー

ゴ
ー

ル
 

指
標

 
指

標
デ
ー

タ
入
手
方

法
外

部
条
件
 

砂
漠

化
等

に
よ

り
生

態
環

境
の

悪
化
が

深
刻

な
中

国
の
乾

燥
・

半
乾

燥
地

域
に

お
い

て
、
持
続

可
能
な
農

牧
業
の

実
施
を
通

じ
て

、

農
牧

民
の

生
計

が
向

上
し
、

生
態
環
境

が
改
善

す
る
。
 

  

  

 

上
位

目
標

 
1
. 

雁
門

関
地

区
の

県
、

村
で

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
取

組
を

参
考

に
し

た
事

業
が
実

施
さ
れ

る
。

2
. 

雁
門

関
地

区
の

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

モ
デ

ル
※
を

取
り

入
れ

た
村

に
お

い
て
、
3
年

間
で
農

民
一

人
当

た
り

の
牧

業
収

入
が

50
％

増
加

す
る

。
 

3
. 

雁
門

関
地

区
の

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

モ
デ

ル
※
を

取
り

入
れ

た
村

に
お

い
て
、
3
年

間
で
人

工
草

地
面

積
が

1
0
％

増
加

す
る

。
 

「
雁

門
関

地
区

生
態

牧

畜
経

済
区

建
設

計
画

」

に
か
か
る

報
告
書
 

 

1
.
 
雁

門
関

生
態

牧
畜

経
済

区
の

建
設
計
画

が
継
続
さ

れ
る
。
 

2
.
 
中

国
に

お
け

る
生

態
環

境
の

保
護

政
策

が
大

幅
に

変
更

さ
れ

な
い
。
 

雁
門

関
地

区
に

お
い

て
、

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
で

構
築

さ
れ
た

モ
デ

ル
が

普
及

し
、
生

態
環
境
が

改
善
し
、
農
民

の
生
計

が
向

上
す
る

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
1
.
 
村

レ
ベ

ル
開

発
計

画
に

基
づ

き
、

モ
デ

ル
村

で
生

態
環

境
の

改
善

及
び

住
民

の
生

計
向

上

の
指

標
が

同
時

に
達

成
さ

れ
る

。
 

1
-
1
 2
0
0
6
年

と
比

べ
て

モ
デ

ル
村

6
村

の
人

工
草

地
面

積
が

50
％

高
ま

る
。

 

1
-
2
 2
0
0
6
年

と
比

べ
て

モ
デ

ル
農

家
の

年
間

一
人

当
た

り
牧

業
収

入
が

5
0％

高
ま

る
。

 

2
.
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
が

省
・

市
及

び
県

レ
ベ

ル
C/
P
に

よ
っ

て
主

体
的

に
実

施
さ

れ
る

こ

と
に

よ
り

、
雁

門
関

地
区

で
成

果
を

普
及

す
る

た
め

の
技

術
を

習
得

す
る
。
 

2
-
1
 作

成
さ

れ
た

教
材

の
数

が
1
分

野
1
つ
以

上
に

な
る

。
 

2
-
2
 中

国
側

C/
P
に

よ
る

モ
デ

ル
村

・
県

を
対

象
に

し
た

研
修

が
年

6
回

以
上

と
な

る
。

 

3
.
 
関

係
機

関
の

普
及

に
関

わ
る

役
割

が
省

科
学

技
術

庁
を

中
心

と
し

た
普

及
部

局
に

よ
り

ま

と
め

ら
れ

る
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
作

成

さ
れ

た
各

種
計

画
、

報

告
書
 

1
.
 
モ

デ
ル

県
に

お
い

て
大

規
模

な
虫

害
と

ネ
ズ

ミ
に

よ
る

被
害

が
発
生
し

な
い
。
 

2
.
 
モ

デ
ル

県
に

お
い

て
極

端
な

旱
魃

に
よ

る
被

害
が

発
生

し
な

い
。
 

3
.
 
羊

肉
に

対
す

る
需

要
や

市
場

価
格
の
大

幅
な
変
動

が
な
い

。
 

中
国

山
西

省
雁

門
関

地
区

の
モ

デ
ル
県

で
生

態
環

境
の
改

善
と

農
民

の
生

計
向

上
を

両
立

す
る

取
り

組
み

の
モ

デ
ル

が
構

築
さ

れ
、

雁
門

関
地

区
で

普
及
さ

れ
る
体
制

が
整
備

さ
れ
る
。
 

成
果
 

1
-
1
 関

連
機

関
の

連
携

を
と

り
つ

つ
、

県
レ

ベ
ル

土
地

利
用

計
画

が
策

定
さ

れ
る

。
 

1
-
2
 自

然
資

源
、

社
会

状
況

に
基

づ
き

、
生

態
環

境
の

保
護

政
策

に
基

づ
い

た
牧

畜
業

の
持

続

可
能

な
発

展
を

盛
り

込
ん

だ
計

画
が

立
案

さ
れ

、
県

政
府

か
ら

承
認

さ
れ

る
。
 

2
-
1
 自

然
資

源
、

社
会

状
況

に
基

づ
き

、
生

態
環

境
の

改
善

を
前

提
と

し
た

村
レ

ベ
ル

開
発

計

画
が

住
民

参
加

型
で

立
案

さ
れ

、
村

民
委

員
会

で
同

意
さ

れ
る

。
 

2
-
2
 参

加
型

で
雁

門
関

地
区

に
適

し
た

モ
デ

ル
村

の
パ

イ
ロ

ッ
ト

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

計
画

が

策
定

さ
れ

る
。

 

3
-
1
 2
0
0
9
年

内
に

、
2
県

6
村

で
合

計
1
2
0
戸

の
モ

デ
ル

農
家

で
の

取
組

み
を

主
と

し
た

パ
イ

ロ
ッ

ト
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

本
格

的
に

実
施

さ
れ

る
。

 

3
-
2
 パ

イ
ロ

ッ
ト

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

進
捗

管
理

の
た

め
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

結
果

が
年

１
回

以
上

報

告
さ

れ
る

。
 

4
-
1
 モ

デ
ル

村
を

担
当

す
る

技
術

普
及

員
が

習
得

し
た

家
畜

飼
育

及
び

多
年

生
植

物
の

栽
培

・

利
用

に
必

要
な

教
材

等
の

数
が

合
計

1
0
種

以
上

と
な

る
。

 

4
-
2
 生

態
環

境
・

生
計

向
上

に
関

す
る

研
修

を
受

け
た

農
家

が
6
村

全
農

家
の

過
半

数
を

超
え

る
。
 

5
-
1
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

成
果

が
報

告
書

と
し

て
取

り
ま

と
め

ら
れ

、
普

及
体

制
に

係
る

提
言

が

取
り

ま
と

め
ら

れ
る

。
 

5
-
2
 雁

門
関

地
区

の
市

、
県

関
係

者
を

対
象

と
し

た
セ

ミ
ナ

ー
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

期
間

中
に

２

回
実

施
さ

れ
る

。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
作

成

さ
れ

た
各

種
計

画
、

報

告
書
 

1
.
 
関

連
機

関
か

ら
自

然
環

境
、

社
会

状
況

に
関

連
す

る
情

報
、

デ
ー
タ
が

提
供
さ
れ

る
。
 

1
.
 生

態
環

境
の

改
善
・
保
護

と
牧
畜
業

の
持
続

可
能
な
発

展
を

実

現
す

る
た

め
の

県
レ

ベ
ル
の

土
地
利
用

計
画
が

策
定
さ
れ

る
 

2
.
 県

レ
ベ

ル
土

地
利

用
計
画

に
基
づ
き

、
生
態

環
境
の
保

護
と
牧

畜
業

の
持

続
可

能
な

発
展

を
実

現
す

る
た

め
の

村
レ

ベ
ル

開

発
計

画
が

住
民

参
加

型
で
策

定
さ
れ
、
パ

イ
ロ
ッ

ト
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
活

動
が

具
体

化
さ
れ

る
。
 

3
.
 村

レ
ベ

ル
開

発
計

画
に
基

づ
き
、
パ

イ
ロ
ッ

ト
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

が
実

施
さ

れ
る

。
 

4
.
モ

デ
ル

村
へ

の
技

術
支

援
体

制
が

強
化

さ
れ

る
。

 

5
.
 活

動
の

成
果

が
取

り
ま
と

め
ら
れ
、
雁
門
関

地
区
内
の

県
関

係

者
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
成
果

に
関
す
る

情
報
を

得
る
。
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活
動
 

投
入

 
前

提
条
件
 

1
.
 
モ

デ
ル
県

に
お
い

て
土
地

利
用
計
画

を
策
定

す
る
。

 
 

1
-
1
 計

画
作

成
チ

ー
ム

の
編

成
 

1
-
2
 資

源
調

査
 

1
-
3
 既

存
事

業
及

び
計

画
の

レ
ビ

ュ
ー

 

1
-
4
 土

地
利

用
計

画
の

策
定

 

1
-
5
 畜

産
開

発
計

画
の

策
定

 

1
-
6
 技

術
普

及
体

制
整

備
計

画
の

策
定

 

1
-
7
 土

地
利

用
計

画
の

策
定

手
法

に
係

る
技

術
指

導
 

日
本

側
 

中
国
側
 

1
.
 
山

西
省

科
学

技
術

庁
と

省
レ

ベ
ル

関
連

機
関

の
連

携
に

よ
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
体

制
が

確
立
さ
れ

、
変
更
さ

れ
な
い

。
 

2
.
 
省

・
市

・
県

レ
ベ

ル
の

関
連

機
関

間
の

連
携

が
可

能
と

な

る
。
 

①
 専

門
家

の
派

遣
 

専
門

家
の

分
野

に
つ

い
て

は
活

動
の

経
過

を
踏

ま
え

て
見

直
し

を
行

う
。

 

・
総

括
／

農
村

開
発

 

・
畜

産
振

興
 

・
参

加
型

開
発

 

・
草

地
管

理
／

市
場

調
査

 

・
水

利
用

計
画

 

・
土

壌
保

全
 

②
 本

邦
研

修
 

・
日

本
の

関
係

機
関

で
の

研
修

を
行

う
。

 

・
人

数
に

つ
い

て
は

、
毎

年
の

研
修

計
画

に
基

づ
き

決
定

す
る

。
 

③
 機

材
 

・
車

両
 

・
事

務
設

備
 

・
そ

の
他

必
要

と
判

断
さ

れ
る

機
材

 

④
 活

動
経

費
 

a
.
 
県

レ
ベ

ル
土

地
利

用
計

画
に

必
要

な
経

費
 

b
.
 
村

レ
ベ

ル
開

発
計

画
の

策
定

に
必

要
な

経
費

 

c
.
 
村

レ
ベ

ル
パ

イ
ロ

ッ
ト

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
に

必
要

な
経

費
の

一
部

 

d
.
 
研

修
の

実
施

に
必

要
な

経
費

の
一

部
 

e
.
 
雁

門
関

地
区

の
県

政
府

関
係

者
を

対
象

と
し

た
 

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
経

費
 

①
 人

員
 

a
.
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
管

理
者

：
 

山
西
省
科

学
技
術
庁

 
副
庁

長
 

b
.
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
責

任
者

：
 

山
西
省
科

学
技
術
庁

 
省
レ

ベ
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト

弁
公

室
主

任
 

c
.
 
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
 

・
省

レ
ベ
ル
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

弁
公
室
（

専
属

カ
ウ
ン

タ

ー
パ
ー
ト

、
そ

の
他

必
要
に

応
じ
て
兼

務
の
カ

ウ
ン

タ
ー
パ
ー

ト
、
通
訳

、
事
務

員
を
配
置

）
 

・
県

レ
ベ
ル
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

弁
公
室
（

専
属

カ
ウ
ン

タ

ー
パ
ー
ト

、
そ
の
他

必
要
に

応
じ
て
科

学
技
術

局
、

農
業
局

、
畜
牧

局
等

か
ら
兼

務
の
カ
ウ

ン
タ
ー

パ
ー

ト
を
配
置

）
 

・
省

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
指

導
監
督

委
員
会
（
科

学
技
術

庁
、

農
業

庁
、
林
業
庁
、
畜
産
局

、
財
政
庁

、
発
展

改
革

委
員

会
等

の
部
門
の

代
表
者

）
 

②
 設

備
／
施

設
 

a
.
 省

レ
ベ
ル
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

弁
公
室
（

山
西
省

科
学
技

術
庁

内
）
 

b
.
 
県

レ
ベ

ル
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
弁

公
室

（
対

象
県

政
府

内
）
 

c
.
 
研

修
開

催
用

の
施

設
 

③
 研

修
経
費
 

a
.
 
研

修
員

の
旅

費
 

b
.
 
研

修
実

施
経

費
の

一
部

 

④
 プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
運

営
管
理

経
費
 

a
.
 
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

調
査

旅
費

 

b
.
 
そ

の
他

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

運
営

管
理

に
関

す
る

経
費

 

2
.
 
モ

デ
ル

村
に

お
い

て
、

住
民

参
加

型
手

法
を

活
用

し
た

村
レ

ベ
ル

開
発

計
画

を
策
定
す

る
。
 

2
-
1
 モ

デ
ル

村
の

選
定

 

2
-
2
 資

源
調

査
 

2
-
3
 土

地
利

用
計

画
の

策
定

 

2
-
4
 畜

産
業

、
農

業
等

の
開

発
計

画
策

定
 

2
-
5
 パ

イ
ロ

ッ
ト

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
活

動
内

容
の

検
討

 

2
-
6
 村

レ
ベ

ル
開

発
計

画
の

策
定

手
法

お
よ

び
住

民
参

加
型

手
法

に

係
る

技
術

指
導
 

3
.
 
村

レ
ベ

ル
開

発
計

画
に

基
づ

き
パ

イ
ロ

ッ
ト

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
実

施
す

る
。

 

3
-
1
 モ

デ
ル

農
家

の
選

定
 

3
-
2
 畜

産
等

、
収

入
の

増
加

の
た

め
の

活
動

 

3
-
3
 生

態
環

境
の

改
善

の
た

め
の

活
動

 

4
.
 
関

連
分

野
の

県
、

村
レ

ベ
ル

の
技

術
普

及
体

制
の

整
備

及
び

人
材

育
成

を
実

施
す
る
。
 

4
-
1
 県

、
郷

の
技

術
普

及
担

当
者

を
対

象
と

し
た

研
修

の
実

施
 

4
-
2
 県

、
郷

の
技

術
普

及
担

当
者

に
よ

る
農

家
技

術
指

導
の

実
施

 

4
-
3
 研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
作

成
 

5
.
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
の

成
果

と
課

題
を

分
析

し
、

結
果

の
取

り
ま

と
め

を
行

い
、

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
成
果
の

普
及
体

制
を
整
備

す
る

。
 

5
-
1 

雁
門

関
地

区
の

各
県

政
府

関
係

者
を

対
象

と
し

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

取
り

組
み
の
紹

介
セ
ミ

ナ
ー
の
開

催
 

5
-
2 

モ
デ

ル
県

、
モ

デ
ル

村
の

活
動

成
果

を
比

較
検

討
し

、
報

告
書

（
マ

ニ
ュ

ア
ル
）
を

作
成
 

5
-
3
 提

言
の

抽
出

お
よ

び
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
成

果
の

普
及

計
画

の
策

定

 ※
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
モ

デ
ル

 

参
加

型
手

法
に

よ
る

計
画

策
定

及
び

家
畜

の
放

牧
か

ら
舎

飼
へ

の
転

換
を

中
心

と
し

た
生

態
環

境
の

改
善

と
生

計
向

上
を

組
み

合
わ

せ
た

取
り

組
み

。
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